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〔
要
約
】
　
十
字
軍
研
究
の
申
で
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
史
は
重
要
な
分
野
を
な
し
て
い
る
。
周
知
の
如
く
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
は
第
一
回
十
字
軍
に
際
し
て

建
設
さ
れ
、
以
後
数
次
に
一
旦
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
十
字
軍
の
遠
征
も
、
多
く
は
そ
の
救
援
要
請
に
応
じ
て
召
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
二
九
一
年
の
ア

ッ
コ
ン
陥
落
ま
で
約
二
〇
〇
年
間
存
続
し
た
こ
の
王
国
は
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
を
境
に
二
期
に
分
け
ら
れ
、
屡
々
前
期
を
「
第
一
王
国
」
、
後
期
を

「
第
二
王
国
」
と
呼
ぶ
。
本
稿
で
扱
う
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
第
一
王
国
末
期
に
起
こ
っ
た
王
位
を
巡
る
紛
争
で
あ
る
。

　
第
一
王
国
末
期
史
を
覆
う
党
争
の
頂
点
と
さ
れ
る
こ
の
事
件
、
そ
れ
に
続
く
の
が
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
敗
戦
と
サ
ラ
デ
ィ
ン
に
よ
る
征
服
で
あ
り
、
王
国

の
大
部
分
は
失
わ
れ
、
第
一
王
国
は
滅
亡
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
紛
争
の
背
景
や
そ
の
実
態
等
を
半
開
し
て
行
く
の
が
課
題
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
六
一
巻
査
ワ
一
九
七
八
年
＝
月
　

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
一
八
七
年
七
月
四
日
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
は
王
国
の
全
軍
を
率
い
て
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
軍
と
戦
い
、
大

敗
北
を
喫
し
た
。
ハ
ヅ
テ
ィ
ー
ソ
の
戦
い
と
呼
ば
れ
る
こ
の
敗
戦
で
、
国
王
は
捕
虜
に
な
り
、
短
期
間
の
内
に
王
国
の
大
部
分
は
サ
ラ
デ
ィ
ン

に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
。
救
援
要
請
の
た
め
テ
ィ
ル
ス
大
司
教
が
西
方
に
派
遣
さ
れ
、
第
三
回
十
字
軍
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
十

字
軍
は
一
応
の
成
果
を
収
め
、
一
一
九
工
年
の
リ
チ
ャ
ー
ド
ー
サ
ラ
デ
ィ
ソ
協
定
に
よ
り
、
聖
地
は
当
面
の
安
定
を
得
た
。
こ
れ
以
後
の
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

サ
レ
ム
王
国
を
「
第
二
王
国
」
と
呼
び
、
　
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
敗
戦
ま
で
を
「
第
一
王
国
」
と
呼
ぶ
。

　
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
の
敗
因
に
つ
い
て
は
、
作
戦
上
の
誤
り
を
指
摘
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
内
部
の

～
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不
統
一
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
の
即
位
を
巡
る
紛
争
で
あ
り
、
直
前
に
一
旛
の
和
解
が
行
な
わ
れ
た
も
の

の
、
ま
だ
対
立
は
尾
を
曳
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
事
件
そ
の
も
の
の
詳
述
は
後
に
行
な
う
が
、
こ
の
紛
争
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
　
一
般
に

「
バ
ロ
ン
党
」
「
宮
廷
党
」
と
呼
ば
れ
る
貴
族
間
の
二
党
派
の
対
立
を
挙
げ
る
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
両
派
の
性
格
に
つ
い
て
も
、

ほ
ぼ
共
通
の
理
解
が
で
き
て
い
る
。
即
ち
、
　
「
バ
ロ
ン
党
」
と
は
王
国
の
初
期
に
到
来
し
、
既
に
三
代
を
経
た
所
謂
「
土
着
者
」
で
あ
り
、
一

方
「
宮
廷
党
」
と
は
「
新
来
者
」
で
あ
る
。
両
派
に
属
す
る
人
名
に
つ
い
て
も
凡
そ
の
合
意
が
で
き
て
お
り
、
前
者
は
レ
ー
モ
ソ
・
ド
・
ト
リ

ポ
リ
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
と
バ
リ
ァ
ン
の
イ
ブ
ラ
ン
兄
弟
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ン
以
下
の
所
謂
土
着
バ
ロ
ン
達
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

び
王
太
后
マ
リ
ア
・
コ
ム
ネ
ナ
と
王
女
イ
ザ
ベ
ル
、
後
者
は
ア
モ
ー
リ
ー
と
ギ
ー
の
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
兄
弟
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
、

ジ
ョ
ス
ラ
ソ
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
、
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
、
テ
ソ
プ
ル
騎
士
団
総
長
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
リ
ド
フ
ォ
ー
ル

及
び
滋
藤
ア
ニ
ェ
ス
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
と
王
女
シ
ビ
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
が
領
土
保
全
の
た
め
に
ム
ス
リ
ム
と
の
和
平
政
策
を
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

漏
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
領
土
欲
に
満
ち
た
攻
撃
的
冒
険
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
立
が
生
じ
た
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
、
個
人
的
怨
恨
な
ど
も
重
視
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
党
派
対
立
に
至
る
背
景
を
よ
り
詳
細
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
時
、
い
圃
謎
芝
興
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
彼
は
一
二
世
紀
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

そ
の
前
半
を
中
心
と
し
て
、
貴
族
層
の
発
展
を
あ
と
づ
け
る
中
か
ら
、
国
王
－
バ
ロ
ン
関
係
の
変
化
を
考
察
し
た
。

　
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
の
通
説
で
あ
っ
た
所
謂
「
純
粋
封
建
制
論
」
を
批
判
し
、
初
期
の
王
権
が
比
較
的
強
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
第

一
薬
事
宇
軍
の
後
、
聖
地
に
残
留
し
た
騎
士
は
ブ
イ
ヨ
ン
察
の
家
臣
を
中
心
と
す
る
少
人
数
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
に
到
来
し
て
定
着
し
た
老
も

大
部
分
は
ヨ
ー
揖
ッ
パ
で
の
祖
先
が
殆
ど
知
ら
れ
な
い
下
層
の
騎
士
達
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
等
の
も
た
ら
し
た
毒
忌
的
伝
統
は
、
公
権
力

が
強
く
、
内
部
の
政
治
的
統
一
が
緊
密
で
あ
っ
た
二
仏
の
公
圏
単
位
で
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
土
地
の
授
封
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
一
世
の
時
に
開
始

さ
れ
、
裁
調
権
の
付
与
に
よ
り
領
国
が
成
立
す
る
。
こ
う
し
て
最
初
の
約
三
〇
年
間
に
貴
族
階
級
が
形
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
代
は
絶
え
ざ
る

戦
争
状
態
に
よ
っ
て
そ
の
性
格
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
領
主
家
系
と
そ
の
、
所
領
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
一
方
、
移
民
促
進
期
で
あ
る
こ
の
時
期
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の
特
色
は
、
初
期
の
立
法
中
に
お
け
る
女
子
・
傍
系
親
相
続
権
の
承
認
や
封
の
複
数
保
有
の
禁
止
等
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
時
代
の
経
過
と
共
に
領
主
層
は
安
定
し
始
め
る
。
即
ち
、
継
承
は
恒
常
化
し
、
家
系
は
持
続
性
を
得
、
世
襲
領
へ
の
家
族
の
固
定

化
が
生
ず
る
。
一
方
、
植
民
は
飽
和
状
態
に
近
付
き
、
王
領
の
割
譲
に
よ
る
新
領
主
の
創
出
が
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
時

代
に
終
了
す
る
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
ジ
ョ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
の
領
国
を
除
い
て
、
王
国
の
封
建
地
図
は
＝
五
〇
年
頃
に
確
立

し
た
。
そ
れ
と
共
に
、
初
期
の
継
承
法
の
改
廃
や
寡
婦
の
後
見
権
に
関
す
る
規
定
の
修
正
に
よ
り
、
上
級
貴
族
の
封
集
積
と
閉
鎖
化
が
進
展
す

る
。
そ
し
て
、
一
二
世
紀
の
第
三
四
半
世
紀
に
は
、
王
国
の
重
要
な
二
四
の
領
国
は
約
一
〇
人
の
領
主
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
、
し
か
も
彼
等
の

属
す
る
家
系
の
数
は
更
に
少
な
く
、
か
つ
婚
姻
等
に
よ
り
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
状
態
が
生
ず
る
。
か
か
る
上
級
貴
族
は
王
国
内
の

権
力
闘
争
を
開
始
し
、
一
方
、
対
外
的
に
は
一
種
の
「
民
族
意
識
」
ω
Φ
⇒
四
白
Φ
暮
u
ρ
試
◎
郎
筥
の
保
護
者
と
な
っ
て
、
全
て
の
新
来
者
を
侵
入

者
・
異
邦
人
と
看
附
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
貴
族
層
の
分
解
に
従
い
、
下
層
に
は
無
名
の
騎
士
大
衆
が
形
成
さ
れ
る
。
彼
等
は
、
大
部
分

が
単
独
で
、
或
い
は
一
～
二
名
の
家
臣
を
率
い
て
奉
仕
す
る
騎
士
で
あ
り
、
土
地
封
を
保
有
す
る
老
は
殆
ど
な
く
、
大
多
数
は
貨
幣
封
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
額
は
僅
少
で
、
直
属
領
主
へ
の
強
い
従
属
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
情
況
を
踏
ま
え
て
、
勺
蜀
≦
興
は
彼
の
主
要
な
論
点
の
一
つ
と
も
言
え
る
諺
ω
ω
溢
Φ
ω
霞
冨
ば
σ
q
Φ
。
。
（
以
下
A
S
L
と
略
）
の
問

題
に
入
っ
て
行
く
。
そ
し
て
最
後
に
こ
れ
以
後
の
時
代
を
短
く
要
約
し
て
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
と
そ
れ
に
続
く
混
乱
期
に
王
権
は
崩
壊
し
、

唯
一
残
っ
た
も
の
は
門
閥
回
茜
舜
σ
q
Φ
ω
で
あ
っ
た
と
結
ぶ
。

　
以
上
の
よ
う
な
℃
峯
堵
鍵
の
所
説
に
お
い
て
、
　
A
S
L
の
問
題
は
彼
の
最
も
力
点
を
置
く
所
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ま
で
の
分
析
は
そ

こ
に
集
束
し
て
行
く
と
さ
え
言
い
得
る
が
、
本
稿
で
は
、
さ
し
あ
た
り
A
S
L
の
聞
題
は
論
ず
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
A
S
L
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
も
の
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
唱
茜
毒
興
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
そ
れ
が
実
際
に
問
題
に
な
る
の
は
一
一
九
八
年
の
ラ
ウ
ー
ル
・
ド
・

テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
の
追
放
事
件
か
ら
で
あ
り
、
他
は
全
て
二
二
世
紀
に
属
し
て
い
る
。
娼
蜜
ぞ
母
自
身
も
主
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
は
二
二
世
紀

に
お
け
る
そ
の
影
響
に
つ
い
て
で
あ
り
、
第
一
王
国
期
に
関
し
て
は
、
A
S
L
春
蘭
期
と
重
な
る
ア
モ
！
リ
…
一
世
即
位
時
の
事
情
の
み
で
あ
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⑦
る
。　

従
っ
て
、
本
稿
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
前
提
と
な
る
貴
族
層
の
発
展
の
解
明
、
特
に
、
彼
が
付
随
的
に
指
摘
し
た
新
来
者

の
問
題
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
新
来
者
は
富
裕
な
女
網
野
人
と
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
土
地
を
獲
得
し
得
る
と
い
う
情
況
が
生
じ
て
お
り
、

上
級
貴
族
の
閉
鎖
化
に
伴
っ
て
、
彼
等
と
の
間
に
紛
争
が
生
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
℃
H
9
雲
霞
は
例
と
し
て
マ
ナ
セ
・
デ
ィ
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ジ
ュ
、
ミ
ロ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
…
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
、
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
内
、
マ
ナ
セ
・

デ
ィ
エ
ル
ジ
ュ
は
少
し
時
代
を
遡
る
が
、
後
の
三
入
に
つ
い
て
は
本
稿
に
直
接
関
連
が
あ
り
、
　
こ
の
指
摘
は
甚
だ
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

娼
峯
≦
曾
は
そ
れ
以
上
の
詳
論
を
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
ミ
ロ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
場
合
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ネ
ッ
ト
と
の
結
婚
が
彼
の
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

殺
に
直
接
関
係
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
一
方
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ソ
の
場
合
は
彼
女
と
の
結
婚
に
問
題
は
生
じ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
ギ
i
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
に
関
し
て
は
こ
の
説
明
は
当
て
は
ま
り
、
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
の
発
端
が
彼
と
シ
ビ

ル
の
結
婚
に
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
が
、
た
だ
、
こ
の
場
合
は
王
位
の
帰
趨
と
い
う
別
の
大
き
な
問
題
が
不
可
分
の
要
素
と
し
て
関

わ
っ
て
お
り
、
少
し
性
格
を
異
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
そ
こ
で
、
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
国
冨
写
ω
丁
場
び
の
見
解
で
あ
る
。
彼
は
、
ミ
ロ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
に
関
す
る
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ

ィ
ル
の
叙
述
に
着
熱
す
る
。
即
ち
、
ミ
ロ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
が
芸
濃
よ
り
他
の
諸
侯
を
遠
ざ
け
、
王
国
の
業
務
を
専
断
し
て
い
た
と
す
る

部
分
で
あ
る
。
　
こ
こ
か
ら
、
箆
冨
曳
あ
鼻
薬
げ
は
集
権
化
を
計
る
国
王
が
外
部
か
ら
導
入
し
た
顧
問
達
と
旧
来
の
バ
ロ
ン
達
と
の
対
立
を
一
要

素
と
し
て
示
唆
す
る
。
そ
し
て
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
、
ジ
ョ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
、
ア
モ
ー
リ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ン
等
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
四
世
を
取
り
巻
く
サ
ー
ク
ル
が
冒
険
家
よ
り
む
し
ろ
．
．
同
。
饗
認
諾
、
、
か
ら
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
調
べ
ね
ば
な
ら
な

い
と
す
る
。

　
こ
の
視
点
は
極
め
て
興
味
深
い
。
確
か
に
、
男
類
ぞ
巽
に
よ
る
A
S
L
解
釈
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
強
力
な
王
権
を
行
使
し
た
と
考
え

　
　
　
　
　
　
⑫

得
る
側
面
を
持
つ
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
下
に
急
速
な
拾
頭
を
遂
げ
た
ミ
ロ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ソ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
説
明
は
一
定
程
度
肯
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些
し
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
四
世
初
年
に
お
け
る
事
件
を
そ
れ
へ
の
反
動
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
一

三
歳
で
即
位
し
、
そ
の
時
既
に
癩
病
に
冒
さ
れ
て
い
た
ボ
…
ド
ゥ
ア
ン
四
世
が
、
果
し
て
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
と
同
様
の
政
策
を
続
行
し
得
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
り
、
実
際
、
匹
δ
《
あ
巨
普
自
身
、
上
記
の
聞
題
設
定
に
必
ず
し
も
十
分
に
答
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
蒙
冨
矯
あ
誉
乾
け
は
他
の
二
つ
の
要
素
と
し
て
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
脅
威
下
に
強
力
な
支
配
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
一
の

病
気
に
よ
り
、
彼
の
姉
妹
シ
ビ
ル
と
イ
ザ
ベ
ル
の
王
位
継
承
を
巡
っ
て
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
を
挙
げ
、
む
し
ろ
こ
の
二
つ
の
要
素
に
両
派
の
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
結
び
つ
け
る
形
で
論
述
が
な
さ
れ
て
行
く
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
ミ
ロ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
に
関
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
よ
う
な
．
．
目
。
浮
嚢
富
”
、

の
概
念
を
用
い
て
事
実
経
過
を
整
理
す
る
と
い
う
方
法
は
必
ず
し
も
取
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
結
局
、
も
し
ギ
ー
の
暗
愚
と
レ

ー
モ
ン
の
野
望
が
な
か
・
た
な
ら
ば
問
題
は
起
こ
ら
な
か
・
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
結
論
に
響
す
触
・

　
以
上
の
如
く
、
二
党
派
の
対
立
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
凡
そ
の
合
意
が
で
き
て
は
い
る
も
の
の
、
両
派
の
性
格
や
対
立
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
必
ず
し
も
完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
事
実
経
過
に
即
し
て
紛
争
の
具
体
相
を
探

っ
て
行
く
中
か
ら
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
際
、
ま
ず
最
初
に
、
問
題
と
な
る
個
別
的
な
諸
事
件
を
正

確
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
上
述
の
如
く
、
こ
の
時
代
に
つ
い
て
は
二
党
派
の
対
立
を
指
摘
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
と
言
い
得
る
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
過
程
を
通
じ
て
の
個
々
の
事
件
を
両
派
対
立
の
中
に
正
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
行
な
わ
れ
て
来
な
か
っ

た
。
後
述
す
る
如
く
、
こ
う
し
た
単
純
な
両
派
対
立
の
図
式
に
は
問
題
が
あ
る
の
だ
が
、
次
章
で
は
と
り
あ
え
ず
そ
う
し
た
図
式
を
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
た
上
で
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
即
位
よ
り
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
に
至
る
ま
で
の
諸
事
件
を
解
明
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
主
要
な
史
料
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
の
年
代
記
と
そ
の
「
続
篇
」
所
謂
自
無
9
蕊
亀
、
奪
、
§
N
象
で
あ
る
。
こ
の
内
、
癖
者
に
つ
い
て

は
、
作
者
ギ
ヨ
ー
ム
が
所
謂
「
バ
ロ
ン
党
」
の
支
持
者
で
あ
る
と
は
言
え
、
既
に
そ
の
史
料
的
価
値
に
関
し
て
定
評
が
あ
り
、
従
っ
て
、
本
稿

で
は
そ
の
叙
述
が
と
ぎ
れ
る
一
一
八
四
年
頃
ま
で
を
主
と
し
て
こ
れ
に
拠
る
。
問
題
は
そ
れ
以
後
の
時
代
で
あ
り
、
こ
の
蒋
期
に
つ
い
て
は
亀

卜
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
後
者
は
数
種
類
に
及
ぶ
異
本
の
多
さ
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
史
料
と
し
て
の
価
値
が
必
ず
し
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⑯

も
確
立
し
て
お
ら
ず
、
使
用
に
際
し
て
甚
だ
注
意
を
要
す
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
最
近
累
●
欝
気
。
熱
量
の
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
問
題
の
一
一
八
四
（
五
）
～
＝
九
七
年
の
部
分
は
作
言
に
擬
せ
ら
れ
る
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
目
撃
者
と
し
て
の
報
告
で
あ
る
故
に
信
愚
性

が
高
い
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
エ
ル
ヌ
ー
ル
が
実
際
に
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
原
年
代
記
は
、
そ
の
部
分
に
関
し
て

は
異
本
の
内
d
本
（
ピ
団
曾
本
）
の
中
に
最
も
よ
く
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
蜜
。
同
σ
q
磐
も
指
摘
す
る
如
く
、
d
本
は
完
全
な
形
で
の
公
刊

が
ま
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
R
H
C
が
底
本
に
用
い
て
い
る
の
は
a
l
b
本
（
O
o
ぎ
Φ
詳
扇
。
馨
毘
器
び
冨
騨
脚
本
）
で
あ
る
。
た
だ
、
R
∬
C
は

諸
本
の
異
同
を
脚
注
の
形
で
指
摘
し
て
お
り
、
か
つ
、
特
に
長
い
懸
想
の
墨
黒
は
別
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
挙
げ
て
い
る
た
め
、
d
本
を
参
照
す

る
こ
と
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
R
H
C
を
用
い
る
が
、
本
文
と
脚
注
の
d
本
と
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
d
本
に
も
十
分
考
慮

を
払
う
こ
と
に
す
る
。

①
　
こ
う
し
た
呼
称
は
便
宜
上
の
も
の
で
、
必
ず
し
も
確
立
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、

　
例
え
ば
｝
・
U
・
U
ρ
鍔
。
馨
。
は
一
一
七
四
年
ま
で
を
畠
。
導
珍
H
死
日
σ
q
8
ヨ
、

　
一
一
七
四
～
一
二
一
〇
年
を
夢
①
憂
目
ω
鼠
貯
雪
ω
剛
強
魯
、
一
二
一
〇
年
以
後

　
を
芸
。
ω
①
o
o
昌
山
搾
ぎ
σ
q
α
o
日
と
し
て
い
る
。
8
ピ
．
ぴ
帥
累
。
簿
P
専
四
ミ
ミ

　
§
醤
ミ
“
ミ
§
帖
ぎ
ト
ミ
§
ミ
9
碍
魯
§
ミ
、
ミ
器
ミ
§
N
”
慧
8
、
o
討
ミ
．
お
器
噂

H
㊦
や
δ
ぎ
（
以
下
㌘
銭
ミ
楠
§
嚇
§
、
“
ミ
と
略
）
。
尚
、
本
稿
で
用
い
る
「
エ
ル

　
サ
レ
ム
王
国
」
と
は
、
エ
デ
ッ
サ
伯
領
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
公
領
、
ト
リ
ポ
リ
伯

　
領
を
含
ま
な
い
狭
義
の
そ
れ
で
あ
る
。

②
後
の
彫
謂
ア
モ
ー
リ
ー
二
世
で
あ
る
が
、
史
料
に
出
る
ア
モ
ー
り
1
一
世
の
原

　
綴
り
は
ラ
テ
ン
語
で
諺
日
匙
童
話
、
古
仏
語
で
》
営
窪
三
ω
、
｝
要
脚
ξ
碇
等
で

　
あ
り
、
一
方
、
ア
モ
ー
り
一
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
の
方
は
ラ
テ
ン
語
で
》
ぎ
興
7

　
0
島
、
（
団
）
ρ
二
日
。
菖
2
ω
、
古
仏
語
で
㍊
鉱
ヨ
。
二
ω
、
缶
塁
讐
窪
溜
、
頃
揮
毫
Φ
凱
ω

　
等
で
あ
る
。
従
っ
て
両
者
は
明
白
に
相
違
し
て
お
り
、
リ
ュ
ジ
ユ
ヤ
ン
の
方
は
む

　
し
ろ
「
エ
ム
リ
ー
」
と
褒
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
手
許
に
あ
っ
た
主
な
研
究
欝
を

　
瞥
見
し
た
所
で
は
、
両
者
を
同
じ
表
記
に
し
て
い
る
の
は
、
労
・
図
α
げ
話
。
げ
麿
O
㍗

零
ミ
ミ
萄
魯
恥
肉
噺
ミ
鵯
ミ
偽
謬
隠
噛
、
義
ミ
恥
§
（
置
O
O
I
鑓
ミ
）
．
戸
。
。
Φ
c
。
．
同
①
や
お
霧
…

≦
辱
野
ω
＄
〈
Φ
口
の
o
P
　
§
馬
0
3
へ
恥
魯
§
跨
帆
§
馬
富
肉
自
き
お
O
口
占
U
卑
累
。
ロ
仲
Φ
り

頴
四
ミ
ミ
§
㌶
ミ
“
電
、
ω
・
幻
β
口
〇
一
日
脚
図
無
観
忽
。
蔓
ミ
雪
ぐ
。
O
叢
的
ミ
恥
吻
レ
O
鐸

占
O
緯
㍉
o
や
お
譲
…
国
，
蝉
詩
心
団
。
づ
O
跨
暮
詩
ミ
自
誓
ミ
聚
鳶
h
ミ
驚
碇
馬
魑
H
⑩
O
μ
話
℃
■

6
謎
で
あ
り
、
表
記
を
変
え
て
い
る
の
は
囚
9
寓
’
ω
ω
窪
。
戸
①
噺
‘
拙
韓
無
ミ
黛

ミ
誉
O
遷
器
§
恥
（
以
下
郵
。
．
と
略
Y
δ
毅
」
嵩
や
お
③
り
こ
■
眉
茜
藷
が

襲
砺
§
篭
§
“
沁
ミ
§
§
罵
ト
ミ
§
§
㍉
賢
軸
題
騎
N
§
y
汀
ρ
伽
巳
紳
℃
母
9
客
㊤
げ
。
戸

6
8
ム
リ
ざ
…
α
o
こ
↓
奮
ト
ミ
§
ミ
噛
端
智
ミ
ミ
㍉
恥
食
込
ミ
§
N
噛
塑
ミ
Q
も
恥
ミ
軸
O
ミ
？

ミ
ミ
登
嵩
ぎ
導
馬
ミ
縞
ミ
馬
脳
鴫
勲
同
O
謎
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
最
近
で
は

表
記
を
変
え
る
の
が
一
般
的
な
傾
向
と
言
え
そ
う
で
あ
り
、
8
閃
耀
Φ
宰
ω
日
津
び

な
ど
は
§
恥
き
職
讐
膏
魚
い
外
腎
ぎ
§
鳶
検
楠
嵩
ミ
§
W
ミ
蕊
9
特
ミ
坐
P
嵩
団
O

l
嵐
篭
9
お
①
圃
で
は
両
者
を
》
ヨ
巴
凱
。
で
統
一
し
て
い
た
が
、
最
近
の
↓
書

憶
§
繕
ミ
き
ミ
帖
電
§
ミ
馬
ぎ
ミ
鳶
蔑
ミ
｝
N
魚
冶
妄
動
ミ
馬
ミ
層
謎
N
へ
点
“
。
蔦
（
以
下

ざ
袋
靴
ミ
冬
窯
亀
電
と
略
γ
這
お
に
な
る
と
前
者
を
》
ヨ
巴
鳳
。
後
者
を
と
ヨ
①
受

と
い
う
風
に
書
き
わ
け
て
い
る
。
本
稿
で
も
そ
れ
に
従
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
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た
だ
、
邦
語
文
献
で
は
従
来
よ
り
ア
モ
ー
リ
ー
に
統
一
ざ
れ
て
来
て
お
り
、
筆
者

　
も
そ
れ
を
使
い
慣
れ
て
い
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
従
来
通
り
の
表
記
に

従
っ
て
お
く
。

③
｝
ρ
潟
器
ざ
．
、
ノ
＜
≡
剛
ρ
舞
o
h
ジ
、
昂
窪
。
寓
算
凶
葭
。
｛
嘗
甲
譲
ε
誌
嘗

　
凹
跡
¢
δ
蜜
裁
臼
。
＞
σ
q
①
自
。
．
．
層
い
辱
ミ
ミ
ミ
タ
メ
〈
H
層
お
蒔
H
曽
唱
■
嶺
刈
…
同
．
罫
U
ρ

　
護
O
鵠
伴
ρ
軋
．
甫
ザ
③
い
O
H
仙
ω
O
h
ω
一
⇔
O
轟
一
昌
伴
ン
Φ
月
毛
①
一
津
げ
P
昌
傷
月
ケ
犀
伸
⑦
㊦
降
自
回

　
O
①
口
陸
鐸
比
①
ω
二
”
切
険
頓
§
ミ
ミ
魍
嘲
メ
＜
H
押
下
Φ
悩
蒔
畜
逡
9
娼
℃
．
お
㎝
1
同
Φ
0
…
図
＝
昌
9
導
p
P

　
o
》
9
譜
H
凹
い
や
幽
O
㎝
”
該
■
≦
“
ゆ
巴
師
ジ
、
ぎ
噂
、
、
円
プ
o
U
o
o
露
昌
㊦
騨
ロ
創
団
2
。
鵠
9

　
周
㊦
『
露
ω
巴
。
ヨ
噂
鴛
圃
蒔
…
二
c
Q
O
．
．
．
ω
⑦
洋
o
P
①
山
こ
蛍
q
曜
押
勺
勺
甲
α
㊤
N
窃
り
Q
◎
辱
①
O
卜
3
…

　
鵠
．
国
，
蜜
ρ
《
Φ
『
”
o
》
職
帖
こ
ω
．
旨
伊

④
ヵ
毎
。
圃
ヨ
曾
”
愚
凸
既
計
H
押
℃
℃
9
き
錦
ム
O
◎

⑤
｝
．
頃
話
喬
。
び
、
．
巨
⑦
ω
℃
『
。
ヨ
δ
諾
け
。
唖
蝉
山
。
ド
欲
。
勢
一
一
下
伽
窪
ω
げ
『
o
率

　
ρ
彪
ヨ
Φ
一
身
言
創
⑦
一
瓢
嵩
ω
鎮
Φ
旨
i
醒
麺
。
　
器
0
9
引
臼
曾
帥
甑
。
ロ
ー
、
、
噛
翌
駐
轟
憶
ミ

　
さ
ミ
篭
鼻
髭
鴫
題
ミ
ミ
ミ
鰍
墨
客
下
目
辱
δ
聯
装
O
o
こ
．
．
ピ
9
昌
。
げ
｝
o
ω
ω
㊦
o
け
冨
誌
α
q
一
ヨ
⑦

　
融
。
畠
p
。
一
山
鐸
同
。
賓
匿
自
ヨ
。
急
げ
ヨ
α
①
一
価
『
賃
ω
巴
Φ
ヨ
．
、
》
卜
恥
§
O
黛
馬
起
恥
偽
恥
噛
U
×
＜
噂

　
一
〇
巳
（
以
下
、
、
属
。
σ
δ
ω
。
。
①
”
、
と
略
）
。

⑥
℃
H
重
く
霞
＼
．
翼
〇
三
Φ
。
。
ω
①
．
、
曽
喝
■
刈
ρ

⑦
因
み
に
、
A
S
L
の
発
布
は
、
周
知
の
如
く
ア
モ
…
リ
ー
一
世
初
年
に
起
っ
た

　
と
さ
れ
る
（
発
端
は
ボ
…
ド
ゥ
ア
ソ
三
世
の
女
話
と
も
考
え
ら
れ
る
。
｝
’
燭
㍗

　
o
ず
舞
ρ
．
．
弓
巴
ユ
。
α
、
〇
二
〇
鵠
仲
ご
藍
口
り
冨
o
o
ρ
蛋
餌
鉾
①
ぴ
璋
。
田
鼠
＄
α
①
。
。
域
。
《
帥
に
ヨ
。
ω

　
恥
Φ
｝
一
句
巴
。
日
簿
鳥
。
Ω
曙
℃
お
．
．
い
謁
塁
幅
ミ
ミ
ミ
。
識
鶯
』
馬
§
辱
、
ミ
“
》
ミ
罵
ミ
砺

　
ミ
蕊
ミ
蟻
砧
ミ
層
A
。
。
陰
禽
巴
メ
美
く
凝
押
お
α
ρ
℃
℃
．
“
①
1
刈
ご
野
口
H
⑦
団
あ
鳴
子
H
ど
専
↓
ミ
ミ

　
窓
窯
ミ
8
や
ω
醐
）
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
シ
ド
ン
が
家
臣
か
ら
封
を
没
収
し
た
壌

　
件
を
契
機
に
し
て
い
る
が
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
の
年
代
記
韓
角
ミ
討
§
暴
§

　
自
序
ミ
§
§
ぎ
謹
ミ
ミ
帖
開
静
鷺
乳
ミ
§
畑
（
以
下
≦
■
円
‘
ミ
恥
§
、
ミ
と
略
）
、

　
葡
§
邑
、
§
防
ミ
恥
ミ
§
N
偽
§
恥
ミ
。
ぎ
§
勲
顛
恥
§
、
執
§
偽
§
職
§
ミ
§
ミ
（
以
下

　
涛
O
幾
O
＆
と
略
）
”
H
は
こ
の
事
件
に
誉
及
し
て
い
な
い
。
尤
も
、
ギ
ヨ
ー
ム
は

　
丁
度
こ
の
頃
、
西
欧
に
留
学
申
で
あ
っ
た
故
に
知
ら
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
蒙
冨
宰
ω
旨
叢
話
も
A
S
L
に
つ
い
て
は
一
章
を
設
け
て
論
じ
て
い
る
が
、
や
は
り

　
考
察
対
象
は
一
一
九
八
年
以
後
で
あ
る
。
蜀
一
冨
率
q
Q
慧
夢
”
凄
触
ミ
ミ
さ
轡
ミ
§

　
℃
℃
．
ば
窃
駿
。

⑧
℃
奉
！
く
。
び
、
．
冒
〇
三
。
ω
。
。
。
、
．
層
や
㎝
8

⑨
ミ
ロ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ソ
シ
ー
が
国
王
文
書
に
モ
ソ
レ
ア
ル
の
領
主
と
し
て
登
揚

　
す
る
の
は
一
一
七
四
年
四
月
一
八
日
と
七
月
三
日
で
あ
り
（
》
労
α
寓
8
ゲ
漕
竃
二

　
謁
薦
鞍
R
惹
恥
嵐
襲
ミ
．
8
鼠
辱
蕊
§
画
（
奏
G
冬
型
》
h
O
O
k
9
）
（
以
下
笥
轟
登
a

　
と
略
ソ
碧
山
鋒
8
幽
幽
．
罷
9
下
刈
）
、
そ
れ
以
前
に
は
そ
の
称
号
を
伴
っ
て
い
な

　
い
（
但
し
偽
文
書
の
疑
い
が
あ
る
お
①
を
除
く
）
所
か
ら
見
て
、
確
か
に
曇
ア
ィ

　
エ
ソ
ネ
ッ
ト
と
の
結
婚
を
遣
じ
て
の
モ
ソ
レ
ア
ル
の
獲
得
が
、
彼
の
長
島
の
彊
前

　
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
し
得
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
言
え
な
い
。
一
方
、
彼

　
は
既
に
一
一
六
八
年
か
ら
セ
ネ
シ
ャ
ル
と
し
て
登
場
し
て
お
り
（
N
窪
劉
”
濠
P
℃
．

　
目
寄
）
、
以
前
よ
り
王
国
内
で
璽
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、

　
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
は
ミ
ロ
ン
の
略
歴
を
述
べ
る
際
に
は
彼
の
結
婚
の
事
と

　
そ
れ
を
通
じ
て
の
モ
ン
レ
ア
ル
の
獲
得
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
が
、
特
に
そ
れ
に

　
関
し
て
意
見
は
述
べ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
列
挙
す
る
ミ
p
ソ
に
対

　
す
る
諸
侯
達
の
不
満
の
中
に
も
、
暗
殺
に
対
す
る
見
解
の
中
に
も
そ
れ
は
含
ま
れ

　
て
い
な
い
。
毒
・
月
・
噛
ミ
砺
五
畿
3
鍛
×
押
ω
－
企
謁
亀
0
9
♪
押
℃
や
ド
O
O
筆
下
O
H
ρ

⑩
国
冨
写
。
Q
疑
葺
穿
ミ
ミ
審
ぴ
賊
識
蛍
℃
」
8
■

⑪
　
、
．
機
。
葦
H
一
網
、
、
と
い
う
表
現
は
既
に
℃
謎
霜
興
に
も
見
ら
れ
る
。
い
層
舜
≦
c
ひ
お

　
、
、
国
。
。
叶
p
3
ω
噂
O
O
ヨ
ヨ
簾
巳
誌
o
Q
α
ρ
昌
畠
尊
δ
O
o
ロ
ω
自
け
二
戸
O
昌
o
h
け
副
O
ピ
暮
ぎ
囚
ヨ
σ
q
－

　
α
o
白
，
．
層
勺
噛
．
o
題
恥
ミ
§
題
ミ
一
曹
凍
蕊
ミ
鼠
臨
月
禽
ミ
い
、
母
砺
職
§
q
禽
§
ミ
奪
“
ミ
琴

　
§
職
塁
”
解
同
讐
お
①
9
「
㊦
や
司
．
野
O
び
3
．
o
窪
ρ
o
自
己
ト
。
ミ
怨
慧
ミ
い
載
9
ミ
ミ
§
嵐
電

　
ミ
孚
§
ミ
魯
ミ
鎖
蔓
。
篭
℃
お
①
。
。
噂
器
や
お
謬
り
℃
■
巽
メ
た
だ
、
そ
こ
で
は
明
確
な

　
性
格
規
定
を
伴
わ
ず
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑫
　
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
に
も
次
の
よ
う
な
一
簸
が
見
ら
れ
る
。
　
、
．
…
…
旨
。
口

（833）39



　
賃
鉢
窪
跨
。
讐
口
言
。
讐
ど
8
8
旨
ヨ
。
喝
巳
①
算
㌶
“
巴
ρ
ε
把
彫
。
×
げ
建
二
①
昌
島
㊤

　
℃
鉢
踏
筥
。
巴
ρ
箋
ヨ
℃
欝
ゆ
毒
一
ぴ
興
｝
o
訟
0
8
窃
ご
器
℃
津
o
ρ
賃
窪
凱
ま
器
2
7

　
器
σ
霧
．
．
，
ノ
＜
■
円
こ
ミ
無
ミ
ミ
噂
〆
H
図
讐
b
⊃
℃
鴻
驚
G
O
暑
や
押
や
○
。
o
。
⑤

⑬
凌
｝
。
竿
ω
自
誓
穿
鼠
ミ
さ
び
帖
ミ
8
電
払
8
晦
．

⑭
N
黛
野
娼
」
藁
こ
の
難
件
を
個
人
的
資
質
に
帰
し
、
法
制
的
に
は
あ
ま
り
闇

　
題
に
な
ら
な
い
と
す
る
見
方
は
、
既
に
U
p
り
角
。
馨
。
・
隷
晒
ミ
ミ
』
§
§
㌣
き
黛
・
や

　
ω
切
に
見
ら
れ
る
。

⑮
　
卜
．
寡
忌
門
、
偽
§
肉
憶
§
N
禽
§
愚
ミ
§
鳩
ミ
ミ
昏
§
餐
翁
誉
§
ミ
§
壕
ミ
織
．
－

　
9
ミ
、
§
ミ
（
以
下
専
ミ
醇
と
略
y
肉
蔑
G
O
8
昌

⑯
鍔
圃
鑑
。
お
p
戸
同
ぎ
G
登
§
§
誉
母
肉
殴
き
ミ
§
ミ
跳
馬
9
ミ
ぎ
鱈
ミ
馬
§
恥

　
ミ
§
ミ
霜
ミ
ミ
母
舜
H
り
蕊
■
＋
小
書
に
つ
い
て
は
掴
稿
に
よ
る
紹
介
（
『
史
林
』

　
六
〇
巻
四
号
、
一
九
七
七
年
、
一
六
七
～
一
六
八
頁
）
参
照
。

4e　（834）

事
巽
経
過
の
整
理

　
一
　
レ
ー
モ
ン
・
ド
・
ト
リ
ポ
リ
の
バ
イ
イ
時
代

　
　
　
　
　
①

　
一
一
七
四
年
七
月
一
一
日
、
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
が
没
し
、
四
日
後
に
当
時
一
三
歳
で
あ
っ
た
息
子
の
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
隔
世
が
塗
油
・
戴
冠
さ

れ
た
。
そ
の
時
宮
廷
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
ミ
ロ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ソ
シ
ー
で
あ
り
、
シ
ャ
ン
パ
二
巴
ュ
出
身
の
彼
は
ア
モ
ー
り
1
一
世
に

信
任
さ
れ
て
セ
ネ
シ
ャ
ル
に
登
り
、
オ
ン
フ
ロ
ワ
三
世
の
寡
婦
エ
テ
ィ
エ
ン
ネ
ッ
ト
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
モ
ン
レ
ア
ル
の
領
主
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
ト
リ
ポ
リ
伯
レ
ー
モ
ン
三
世
が
王
国
の
嘆
O
o
¢
謎
詑
。
と
国
王
の
保
護
と
を
要
求
し
た
。
　
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
彼
が
ボ
ー
ド
ゥ

ア
ン
四
聖
の
最
近
親
で
あ
る
こ
と
、
及
び
臣
下
の
中
で
最
も
富
強
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
を
支
持
し
た
バ
ロ
ン
と
し
て
ギ
ヨ
ー
ム
が
挙
げ

て
い
る
の
は
コ
ネ
タ
プ
ル
の
オ
ソ
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ト
ロ
ン
（
二
世
）
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
と
バ
リ
ァ
ン
の
イ
ブ
ラ
ン
兄
弟
、
　
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ソ
で
あ
る
。
結
局
、
ミ
ロ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
暗
殺
さ
れ
、
レ
ー
モ
ン
に
は
バ
イ
イ
職
が
与
え
ら
れ
て
事
件
は
落
着
す
る
が
、
こ
の
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
国
一
①
竿
ω
日
騨
げ
は
次
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
即
ち
、
一
つ
は
バ
イ
イ
職
が
王
の
最
近
親
に
帰
す
る
と
い

う
、
所
謂
℃
ご
ω
臼
①
詳
げ
①
貯
㊤
℃
鴛
㊤
騨
の
議
論
が
エ
ル
サ
レ
ム
王
位
に
関
し
て
は
初
め
て
現
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
今
一
つ
は
レ
ー
モ
ン
の

支
持
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
バ
慣
ソ
達
の
名
前
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
、
後
の
バ
ロ
ン
運
動
の
父
祖
と
看
徴
さ
れ
る
党
派
が
形
成
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
確
か
に
、
一
一
七
九
年
に
没
す
る
オ
ソ
フ
ロ
ワ
ニ
世
を
除
け
ば
、
当
の
レ
ー
モ
ン
を
始
め
と
し
て
所
謂
「
バ
ロ
ン
党
」
の
中
心
メ
ン

バ
ー
は
す
べ
て
出
揃
っ
て
い
る
。
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以
後
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
時
世
が
成
人
す
る
一
一
七
六
年
頃
ま
で
レ
ー
モ
ソ
の
バ
イ
イ
時
代
が
続
く
。
こ
の
期
間
は
特
に
問
題
に
な
る
華
件
は

生
じ
て
い
な
い
・
ギ
〒
ム
・
ド
ニ
ア
・
ル
は
＝
茜
年
中
に
シ
・
ン
ス
リ
エ
に
な
物
翌
＝
七
葦
六
月
合
に
は
テ
・
ル
美
司
教

　
　
⑤

に
な
る
。
こ
れ
は
一
応
「
バ
ロ
ン
党
」
の
優
位
を
示
す
例
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
こ
の
間
に
後
の
「
宮
廷
党
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が

次
々
と
登
場
し
始
め
る
。
即
ち
、
一
一
七
五
～
七
六
年
頃
、
長
く
ア
レ
ッ
ポ
に
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
と
ジ
ョ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ラ
ソ
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
が
釈
放
さ
れ
、
間
も
な
く
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
は
セ
ネ
シ
ャ
ル
に
な
る
。
ル
ノ
ー
は
エ
テ
ィ
エ
ソ
ネ
ッ
ト
と
の
結
婚
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

っ
て
モ
ソ
レ
ア
ル
を
獲
得
し
、
一
一
七
七
年
後
半
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
計
画
に
際
し
て
は
、
拒
絶
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
に
代
わ
っ
て
バ
イ
イ
に
任

　
　
　
⑨

ぜ
ら
れ
た
。

　
2
　
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
親
政
時
代

　
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
の
バ
イ
イ
職
は
エ
ジ
プ
ト
遠
征
計
画
に
関
し
て
の
み
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
一
七
七
年
一
一
月
二
五
日
の
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ン
ジ
ザ
ー
ル
の
戦
い
に
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
が
自
ら
出
陣
し
て
い
る
。
以
後
一
一
八
三
年
ま
で
バ
イ
イ
は
置
か
れ
ず
、
国
王
の
親
政
が
続
く

が
、
こ
の
時
期
は
「
宮
廷
党
」
の
興
隆
期
で
あ
り
、
そ
れ
と
共
に
対
立
も
顕
在
化
し
始
め
る
。
最
初
に
問
題
に
な
る
の
は
シ
ビ
ル
の
結
婚
問
題

で
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
六
年
後
の
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
へ
の
出
発
点
で
あ
る
。

　
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
は
病
気
の
た
め
嗣
子
が
な
く
、
彼
の
没
後
は
王
位
が
彼
の
姉
妹
で
あ
る
シ
ビ
ル
と
イ
ザ
ベ
ル
に
、
従
っ
て
彼
女
達
の
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

に
移
行
す
る
こ
と
は
明
白
に
な
っ
て
い
た
が
、
当
面
問
題
に
な
る
の
は
姉
の
シ
ビ
ル
で
あ
る
。
既
に
一
一
七
六
年
秋
、
シ
ビ
ル
は
モ
ン
フ
ェ
ラ

侯
の
息
子
ギ
ヨ
ー
ム
・
ロ
ン
グ
エ
ペ
！
と
結
婚
し
て
い
た
が
、
彼
は
翌
一
一
七
七
年
六
月
、
既
に
後
の
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
五
世
を
身
籠
も
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
彼
女
を
残
し
て
病
没
し
た
。
次
に
選
ば
れ
た
の
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
で
あ
り
、
　
一
一
七
九
年
三
月
の
第
三
ラ
テ
ラ
ン
公
会
議
出
席
の
た
め
に

派
遣
さ
れ
た
聖
職
者
団
の
内
、
ア
ッ
コ
ン
司
教
が
結
婚
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
は
一
旦
は
同
意
し
た
が
、
結
局
、
約
束
を
果

　
　
　
　
　
⑬

た
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
交
渉
が
ま
だ
続
行
さ
れ
て
い
る
聞
に
登
場
す
る
の
が
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
に
よ
れ
ば
、
事
件
の
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
一
七
九
年
後
半
～
一
一
八
○
年
初
頃
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
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ボ
エ
モ
ソ
三
眠
と
ト
リ
ポ
リ
伯
レ
ー
モ
ソ
三
世
が
軍
隊
を
率
い
て
到
来
し
た
。
病
気
が
日
々
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ボ
：
ド
ゥ
ア
ソ
四
世
は
彼
等

の
答
電
意
図
を
疑
い
、
シ
ビ
ル
に
結
婚
を
急
が
せ
る
。
そ
し
て
他
に
よ
り
適
切
な
人
物
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
習
慣
に
反
し
て
復
活
祭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
と
シ
ビ
ル
を
結
婚
さ
せ
た
。
ボ
エ
モ
ソ
と
レ
ー
モ
ン
は
自
分
達
の
到
来
が
疑
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
帰
郷
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ギ
ー
が
登
場
し
た
原
因
は
ボ
エ
モ
ソ
と
レ
ー
モ
ソ
の
到
来
に
対
す
る
国
王
の
疑
惑
で
あ
り
、
彼
等
の
「
纂
奪
計
画
」
に
対

抗
し
て
急
遽
結
婚
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
彼
等
の
「
纂
奪
計
画
」
と
は
聖
旨
と
シ
ビ
ル
と
の
結
婚

に
よ
っ
て
無
効
に
な
り
得
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
段
階
で
そ
れ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
得
た
だ
ろ
う
か
。
受
認
団
－

ω
唐
騨
げ
は
レ
ー
モ
ソ
能
勢
が
シ
ビ
ル
と
結
婚
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
O
国
恥
ミ
§
鷺
軌
寒
や
ミ
§
給
ら
§
ミ
の
叙
述
に
言
及
し
て
、
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ー
ド
ゥ
ア
ン
四
一
の
行
動
が
そ
の
よ
う
な
計
画
を
無
効
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
り
得
る
と
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
O
馬
無
象
蕊
魁
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

寒
§
、
§
防
ミ
§
ミ
帖
の
叙
述
は
暖
昧
で
あ
り
、
こ
の
時
の
事
を
指
し
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
編
老
で
あ
る
窯
・
ω
貯
σ
び
ω

も
脚
注
で
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
レ
ー
モ
ソ
は
一
一
七
四
年
以
来
エ
シ
ー
ヴ
・
ド
・
ガ
リ
レ
ー
と
結
婚
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
シ
ビ

ル
と
の
結
婚
は
考
え
ら
れ
な
い
。
結
局
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
叙
述
か
ら
は
田
上
の
結
婚
を
巡
る
背
景
が
明
確
に
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
ギ
ヨ
ー
ム
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

こ
の
事
件
の
間
不
在
で
あ
り
、
詳
細
な
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
考
察
す
べ
き
も
の
は
、
所
謂
「
エ
ル
ヌ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
⑲

年
代
記
」
で
あ
る
。

　
筈
。
護
ρ
昌
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
代
記
は
編
翠
嵐
霧
－
い
暮
鼠
①
が
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
名
を
冠
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
コ
ル
ビ

ー
修
道
院
の
会
計
官
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
原
年
代
記
は
そ
の
一
史
料
に
過
ぎ
な
い
。
倶
し
、
エ
ル
ヌ
ー
ル

の
原
年
代
記
の
冒
頭
～
＝
八
五
年
の
部
分
は
冒
霧
－
い
暮
誌
①
編
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
略
本
ρ
び
敏
σ
q
ひ
系
の
中
に
最
も
良
く
反
映
し
て
い
る
と

い
ゆ
従
・
て
・
＝
八
○
年
前
後
の
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
・
ギ
〒
ム
の
欠
を
捕
つ
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
罷
で
あ
ろ
う
・

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
と
の
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
る
頃
、
シ
ビ
ル
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ソ
と
の
恋
に
陥
っ
て
い
た
。

し
か
し
婚
約
が
な
さ
れ
る
前
に
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
は
マ
ル
ジ
ュ
ア
ユ
ー
ン
の
戦
い
（
二
七
九
年
六
月
一
〇
日
）
に
捕
え
ら
れ
、
彼
が
釈
放
さ
れ
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た
時
、
シ
ビ
ル
は
、
彼
が
莫
大
な
身
代
金
の
債
務
を
負
っ
て
い
る
故
を
以
っ
て
結
婚
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ

ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
赴
き
、
皇
帝
か
ら
そ
れ
を
求
め
た
。
皇
帝
は
そ
れ
を
支
払
い
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
は
帰
郷
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
シ
ビ
ル
は
跳
に

ギ
ー
と
婚
約
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
話
は
甚
だ
興
味
深
い
が
、
問
題
は
そ
の
血
温
性
で
あ
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
は
こ
れ
に
全
く
言
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
こ
れ
と
齪
露
を
き
た
す
叙
述
を
さ
え
し
て
い
る
。
即
ち
、
ギ
ヨ
ー
ム
に
よ
れ
ば
皇
帝
マ
ヌ
エ
ル
が
没
し
た
頃
に
、
従
っ
て
一
一
八
○
年
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
、
ボ
！
ド
ゥ
ア
ン
は
身
代
金
を
求
め
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
菊
α
酵
8
算
も
指
摘
し
て
い
る

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

よ
う
に
、
肉
鞍
馬
砺
ミ
へ
の
登
場
に
よ
っ
て
も
こ
れ
は
確
認
し
得
る
。
従
っ
て
、
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
叙
述
は
必
ず
し
も
全
薗
的
に
信
用
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
き
な
い
。
た
だ
、
エ
ル
ヌ
ー
ル
は
バ
リ
ア
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
に
仕
え
て
い
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
故
に
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ソ
に

関
し
て
は
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
儒
優
性
を
否
定
し
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
故
に
、
考
え
得
る
こ
と

は
、
一
つ
は
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
が
思
い
違
い
を
し
て
、
一
一
七
九
年
秋
～
一
一
八
○
年
初
の
こ
と
を
一
年
ず
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

あ
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
が
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ミ
鷺
恥
駐
へ
の
登
場
に
関
し
て
言
え
ば
、

確
か
に
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
は
こ
の
期
聞
登
場
し
な
い
が
、
バ
リ
ァ
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
も
同
様
に
登
場
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
で
王
国
に
お
け
る

不
在
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
は
一
一
八
○
年
四
月
二
八
日
以
前
に
お
い
て
も
、
一
年
余
り
登
場
し

　
　
　
㊧

て
お
ら
ず
、
＝
七
九
年
輪
月
一
〇
日
の
捕
囚
後
、
比
較
的
早
期
に
釈
放
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
述
べ
る
通
り
、
こ
の
間
に

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
へ
行
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
一
一
八
○
十
島
に
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
い
た
と
い
う
ギ
ヨ
ー
ム
の
指
摘
に
信
を
置
く
な
ら
ば
、

少
な
く
と
も
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
後
半
部
分
は
否
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
と
シ
ビ
ル
と

の
結
婚
計
画
全
体
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
経
過
が
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
述
べ
る
通
り
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
段
階
で

ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
と
シ
ビ
ル
と
の
結
婚
が
計
画
さ
れ
た
と
し
て
も
必
ず
し
も
不
自
然
で
は
な
い
。
既
に
一
一
七
七
年
秋
頃
、
弟
の
バ
リ
ア
ソ
は
王
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⑳

太
后
マ
リ
ア
・
コ
ム
ネ
ナ
と
結
婚
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
イ
ブ
ラ
ソ
家
と
王
家
と
の
更
な
る
結
び
つ
き
は
あ
り
得
ぬ
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

、
つ
。

　
も
し
、
こ
の
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ソ
と
シ
ビ
ル
と
の
結
婚
計
画
を
事
実
と
し
て
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
間
の
事
情
は
よ
り
明
確

に
な
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
の
叙
述
で
は
そ
の
目
的
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
ア
ン
テ
ィ
ナ
キ
ア
公
と
ト
リ
ポ
リ
伯
の
武
装
南
下
も
、
こ
の
結
婚
計
画

を
支
援
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
レ
ー
モ
ン
と
イ
ブ
ラ
ソ
兄
弟
と
の
結
び
つ
き
は
既
に
彼
の
バ
イ
イ
職
要
求
に

際
し
て
認
め
ら
れ
た
所
で
あ
り
、
ボ
エ
モ
ン
と
ボ
…
ド
ゥ
ア
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ソ
の
関
係
も
後
述
す
る
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
正
ボ
ー
ド
ゥ

ア
ソ
四
世
が
シ
ビ
ル
の
結
婚
を
急
い
だ
の
は
、
こ
の
計
画
を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
ギ
ー
と
シ
ビ
ル
の
結
婚
が
、
イ
ブ
ラ
ソ
王
朝
樹
立
と
い
う
「
バ
ロ
ン
党
」
の
計
画
に
対
す
る
一
種
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
、

こ
れ
に
よ
り
国
王
周
辺
と
「
バ
ロ
ン
党
」
と
が
か
な
り
険
悪
な
関
係
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
以
下
の
経
過
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

鄭
ち
、
こ
の
事
件
の
直
後
、
国
王
は
サ
ラ
デ
ィ
ン
と
休
戦
条
約
を
締
結
し
て
い
る
が
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
は
そ
の
後
ト
リ
ポ
リ
領
に
侵
入
し
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
を
か
な
り
激
し
く
劫
掠
し
て
い
る
。
確
か
に
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
や
ト
リ
ポ
リ
が
独
自
の
外
交
権
を
有
し
、
国
王
の
休
戦
条
約
が
ト
リ
ポ
リ
に

は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
は
説
明
し
得
る
が
、
一
方
で
、
や
は
り
国
王
と
レ
ー
モ
ン
と
の
冷
戦
状
態
を
示
す
一
例
と
も
な
り
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
ろ
う
。
実
際
、
レ
ー
モ
ン
は
以
後
二
年
間
王
国
へ
は
来
な
い
。
又
、
イ
ブ
ラ
ン
兄
弟
は
一
一
八
二
年
二
月
二
四
臼
ま
で
共
に
国
王
文
書
に

副
署
人
と
し
て
登
場
し
な
い
が
、
こ
れ
も
彼
等
が
宮
廷
よ
り
疎
外
さ
れ
て
い
た
故
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
尤
も
、
こ
の
間
に
お
け
る
「
宮
廷
党
」
の
優
位
を
示
す
例
と
し
て
常
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
一
八
○
年
一
〇
月
の
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

選
挙
で
あ
り
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
は
こ
れ
に
敗
れ
、
ヘ
ラ
ク
リ
ウ
ス
が
選
出
さ
れ
る
。
同
じ
頃
オ
ン
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ト
ロ
ン
四
世
と
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

妹
イ
ザ
ベ
ル
と
の
婚
約
が
行
な
わ
れ
た
。
園
煽
鵠
9
影
霞
は
こ
れ
を
国
王
に
よ
る
両
派
和
解
の
試
み
と
考
え
て
お
り
、
一
方
、
密
。
げ
。
冴
○
切
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

「
宮
廷
党
」
の
攻
勢
に
対
す
る
「
バ
ロ
ン
党
」
側
の
対
抗
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
次
の
事
件
は
一
一
八
二
年
初
に
起
こ
っ
た
レ
ー
モ
ン
・
ド
・
ト
リ
ポ
リ
入
国
拒
否
事
件
で
あ
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
レ
ー
モ
ン
が
二
年

44　（838）



ギー・ド・リュジニャソのクP・デター（八塚）

間
の
不
在
の
後
テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
に
関
し
て
王
国
に
到
来
し
た
時
、
母
后
ア
ニ
ェ
ス
と
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
・
ド
・
ク
！
ル
ト
ネ
国
画
は
国
玉
に
レ
ー
モ

ン
の
纂
奪
意
図
を
示
唆
し
、
そ
れ
を
信
じ
た
国
王
は
レ
ー
モ
ン
に
入
国
を
拒
絶
し
た
。
レ
ー
モ
ン
は
や
む
な
く
ト
リ
ポ
リ
に
帰
っ
た
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
諸
侯
達
に
知
ら
れ
た
時
、
彼
等
は
仲
介
の
努
力
を
行
な
い
、
つ
い
に
国
王
と
レ
ー
モ
ン
は
和
解
す
る
に
至
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
は
諸
侯
達
の
名
前

を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
鍔
．
類
。
切
巴
α
鼠
昌
が
推
測
す
る
如
く
イ
ブ
ラ
ソ
兄
弟
や
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ン
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
バ

ロ
ン
党
」
の
一
定
の
巻
き
返
し
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
沁
誌
恥
的
ミ
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
、
以
後
暫
く
の
間
レ
ー
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ソ
は
国
王
文
書
の
副
署
人
中
に
俗
人
の
筆
頭
で
登
場
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
形
勢
が
逆
転
し
た
訳
で
は
な
く
、
次
の
ギ
ー
・
ド
・
リ

ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
の
」
バ
イ
イ
職
就
任
に
よ
り
「
宮
廷
党
」
の
優
位
は
頂
点
に
達
す
る
。

　
3
　
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
へ
の
道

　
一
一
八
二
～
一
一
八
三
年
越
サ
ラ
デ
ィ
ン
に
よ
る
大
攻
勢
が
開
始
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
　
一
一
八
三
年
夏
頃
、
王
国
の
全
軍
が
セ
フ
ォ
リ

泉
に
布
陣
し
て
い
た
時
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
四
世
は
病
状
が
悪
化
し
、
失
明
・
四
肢
腐
欄
の
状
態
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
重
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ

ソ
が
パ
イ
イ
に
任
ぜ
ら
れ
、
国
王
は
王
位
と
エ
ル
サ
レ
ム
市
と
金
一
〇
〇
〇
〇
の
年
収
の
み
を
確
保
し
て
、
一
定
の
条
件
下
に
残
り
の
全
権
を

　
　
　
　
　
　
⑲

ギ
ー
に
委
託
し
た
。
国
王
の
近
い
死
が
予
感
さ
れ
て
い
た
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
ギ
ー
を
彼
の
後
継
者
に
確
定
す
る
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
こ
の
数
年
来
の
「
宮
廷
党
」
興
隆
の
頂
点
を
示
す
も
の
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
半
年
も
経
な
い
内
に
形
勢
は
逆
転
す
る
。
一
一
八
三
年
秋
、
王
国
の
全
軍
は
ト
ゥ
バ
ニ
ア
泉
に
サ
ラ
デ
ィ
ン
と
対
陣
し
、
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
結
局
衝
突
な
し
に
両
軍
は
撤
退
し
た
。
そ
の
直
後
、
突
然
撃
茎
は
パ
イ
イ
職
を
剥
奪
さ
れ
る
。
ギ
ヨ
ー
ム
が
挙
げ
て
い
る
理
由
は
、
一
つ
は

ト
ゥ
バ
ニ
ア
泉
の
対
陣
に
お
け
る
ギ
ー
の
優
柔
不
断
で
あ
り
、
今
一
つ
は
国
王
が
エ
ル
サ
レ
ム
と
テ
ィ
ル
ス
の
交
換
を
求
め
た
の
に
対
し
、
ギ

ー
が
不
本
意
の
態
度
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ギ
ー
か
ら
王
位
継
承
の
希
望
を
奪
う
た
め
、
シ
ビ
ル
と
ギ
ヨ
ー
ム
・
ロ
ン
グ
エ
ペ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
間
に
生
ま
れ
て
い
た
ボ
…
ド
ゥ
ア
ソ
五
重
が
、
同
年
一
一
月
二
〇
日
に
塗
油
・
戴
冠
さ
れ
た
。
更
に
、
ギ
ー
と
シ
ビ
ル
の
離
婚
さ
え
検
討
さ

　
　
　
⑫

れ
始
め
る
。
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
五
世
の
戴
冠
を
助
言
し
た
諸
侯
と
し
て
ギ
ヨ
ー
ム
が
挙
げ
て
い
る
の
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
ボ
エ
モ
ン
、
ト
リ
ポ
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リ
伯
レ
ー
モ
ン
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ソ
、
イ
ブ
ラ
ン
兄
弟
で
あ
り
、
そ
の
前
の
ギ
ー
の
バ
イ
イ
職
剥
奪
に
関
し
て
も
、
彼
等
の
関
与
を
想
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
㊤
鷺
。
暮
①
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
五
世
の
戴
冠
は
法
的
根
拠
が
薄
弱
で
あ
り
、
上
記
の
諸

侯
の
名
前
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
、
こ
れ
は
明
白
に
「
バ
揖
ン
党
」
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
両
派
の
力
関
係
は
一
挙
に
逆
転
し
、
こ
れ
以
後
ギ
ー
は
ア
ス
カ
ロ
ン
に
籠
城
す
る
。
こ
れ
が
一
種
の
反
乱
で
あ
っ
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

確
実
で
あ
り
、
国
王
は
ギ
ー
の
所
領
で
あ
っ
た
ヤ
ッ
フ
ァ
を
占
領
し
、
一
方
ギ
ー
は
国
王
の
保
護
下
に
あ
っ
た
べ
ざ
ウ
イ
ン
を
掠
奪
す
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

う
し
た
情
況
下
に
、
レ
ー
モ
ン
・
ド
・
ト
リ
ポ
リ
に
バ
イ
イ
職
が
提
供
さ
れ
た
。

　
レ
ー
モ
ン
の
バ
イ
イ
職
就
任
に
関
し
て
は
肉
§
。
駐
の
中
に
二
通
り
の
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
　
一
つ
は
区
区
鷺
押
b
。
の
中
に
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
の
遺
言
と
い
う
形
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
一
つ
は
メ
高
踏
押
駆
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の

叙
述
の
内
、
前
者
は
レ
ー
モ
ン
に
王
位
の
可
能
性
を
与
え
て
い
る
故
に
甚
だ
興
味
深
い
が
、
た
だ
、
こ
の
章
は
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
の
年

代
記
の
最
終
章
を
翻
訳
し
た
前
章
図
×
疑
H
暫
H
と
の
結
び
つ
き
が
明
確
で
は
な
く
、
以
前
の
事
件
を
要
約
し
た
次
章
メ
図
H
H
押
G
。
と
共
に
、

別
人
の
手
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
印
象
を
与
え
る
。
む
し
ろ
図
メ
凝
ど
恥
の
冒
頭
の
表
現
の
方
が
、
メ
区
H
H
押
H
末
尾
の
叙
述
に
よ
り
適
合

的
に
結
び
つ
き
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
か
つ
、
図
×
目
話
劇
は
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
五
世
の
保
護
が
ジ
ョ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
！
に
委
ね

ら
れ
た
こ
と
、
及
び
ベ
イ
ル
ー
ト
が
レ
ー
モ
ン
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
次
の
区
図
閏
押
α
に
も
直
接
続
い
て
行
く
。
そ
し
て
、
教
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

以
下
の
協
議
に
関
す
る
規
定
は
、
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
時
の
叙
述
と
も
照
応
し
て
い
る
。
実
際
、
大
多
数
の
研
究
書
は
後
者
の
叙
述
を
採
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
レ
ー
モ
ン
の
王
位
へ
の
望
み
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・
ヴ
ィ
ト
リ
の
年
代
記
に
も
見
ら
れ
、
メ
メ
煽
押
b
。
に
述
べ
ら

れ
る
よ
う
な
噂
が
一
般
に
存
在
し
て
い
た
か
、
或
い
は
一
時
期
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
が
実
際
に
こ
う
し
た
遺
言
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え

得
る
。
少
な
く
と
も
、
後
述
す
る
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
対
す
る
レ
ー
モ
ン
の
執
拗
な
抵
抗
を
見
る
時
、
彼
が
固
執
し
て
い
た
の
が
単
な
る
バ

イ
イ
職
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
以
上
の
穿
繋
は
無
用
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ

の
時
の
規
約
は
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
無
効
に
な
っ
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
こ
こ
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
間
の
諸
事
件
が
ギ
ー
の
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ギー・ド・リュジニャソのクーーデター（八塚）

ク
ー
デ
タ
ー
に
先
行
す
る
所
の
レ
ー
モ
ン
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
り
、
し
か
も
ギ
ー
の
そ
れ
以
上
に
無
理
な
方
法
で
遂
行
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
衷
一
①
団
－
ω
臼
淳
げ
も
指
摘
す
る
如
く
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
五
世
に
対
す
る
バ
イ
イ
権
は
、
一
一
七
四
年
に
レ
；
モ
ン
自
身
が
主

張
し
た
原
瑚
に
従
っ
て
最
近
親
た
る
シ
ビ
ル
に
あ
り
、
彼
女
が
夫
ギ
ー
と
共
に
バ
イ
イ
職
に
就
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
又
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
五
世

が
没
す
れ
ば
王
位
は
自
動
的
に
彼
等
に
帰
す
る
筈
で
あ
る
。
区
×
H
H
押
膳
に
見
ら
れ
る
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
五
識
没
後
の
処
置
に
つ
い
て
の
規
約
が

こ
う
し
た
シ
ビ
ル
と
ギ
ー
の
権
利
を
破
棄
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
蒙
冨
宰
ω
B
害
げ
の
主
張
は
、
も
し
麟
区
H
H
担
鼻
の
叙
述
に
信

を
置
く
と
す
る
な
ら
ば
、
受
け
入
れ
ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
ギ
：
の
側
か
ら
の
反
撃
は
必
至
で
あ
り
、
そ
の
機
会
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
四
世
と
五
世
の
相
次
ぐ
死
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

　
4
　
ギ
i
・
ド
・
リ
ュ
ジ
瓢
ヤ
ン
の
ク
ー
デ
タ
ー

　
一
一
八
五
年
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
は
そ
の
闘
病
の
生
涯
を
終
え
た
。
レ
ー
モ
ン
の
バ
イ
イ
下
に
幼
少
の
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
五
世
が
即
位
す
る

が
、
彼
も
あ
と
を
追
う
よ
う
に
し
て
没
す
る
。
か
く
し
て
、
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
経
過
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

専
§
N
塁
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
具
体
的
な
内
容
は
省
略
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

こ
こ
で
は
、
こ
の
時
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
が
王
国
を
退
去
し
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
で
歓
迎
さ
れ
た
と
い
う
叙
述
に
注
農
し
て
お
こ
う
。

と
も
か
く
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
情
勢
は
再
び
逆
転
し
、
ギ
ー
は
国
王
に
な
り
、
最
終
的
に
は
バ
ロ
ン
達
は
ギ
ー
の
も
と
に
帰
参
す
る
。

以
後
、
レ
ー
モ
ン
は
テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
に
籠
城
し
て
サ
ラ
デ
ィ
ン
と
結
び
、
抵
抗
を
続
け
る
。
こ
の
事
件
が
一
一
八
慧
年
の
で
ハ
ロ
ン
党
」
の
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ー
デ
タ
ー
に
対
す
る
逆
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
し
か
も
、
国
冨
竿
ω
臼
諄
け
が
指
摘
す
る
如
く
、
法
制
的
に
も
実
際
の
勢

力
の
上
か
ら
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
無
理
な
行
為
で
は
な
か
っ
た
。
　
シ
ビ
ル
の
継
承
権
は
本
来
闘
題
が
な
く
、
　
イ
ザ
ベ
ル
を
対
抗
さ
せ
る
計

画
の
方
が
は
る
か
に
無
法
で
あ
っ
た
。
又
、
「
富
廷
党
」
は
少
人
数
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
空
δ
団
あ
巨
夢
が
両
派
の
動
員
し
得
る
騎
士
数
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

計
算
し
た
所
で
は
、
そ
の
勢
力
は
伯
仲
し
て
い
る
。
更
に
ヨ
丁
目
営
ρ
昌
も
指
摘
す
る
如
く
、
　
シ
ビ
ル
の
側
は
主
要
な
海
港
を
確
保
し
て
い

た
。
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5
　
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い

　
ギ
…
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
バ
ロ
ン
達
の
帰
参
に
よ
り
一
応
の
落
着
を
見
た
が
、
紛
争
は
ま
だ
完
全
に
解
決
し
た
と
は
言
え
ず
、
レ
ー
モ
ン
は
テ

ィ
ベ
リ
ア
ド
に
籠
城
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
元
の
「
バ
ロ
ン
党
」
は
決
し
て
レ
ー
モ
ソ
か
ら
完
全
に
離
反
し
た
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
ギ
ー

の
テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
攻
撃
計
画
に
対
す
る
バ
リ
ア
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
の
諌
言
、
及
び
一
一
八
七
年
復
活
祭
後
の
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
に
お
け
る
バ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

ソ
達
の
助
穴
に
も
兇
ら
れ
る
。
と
も
か
く
、
こ
れ
に
従
っ
て
和
平
の
使
節
が
派
遣
さ
れ
、
ク
レ
ソ
ン
泉
の
戦
い
を
契
機
に
ギ
ー
と
レ
ー
モ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

和
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
漸
く
王
国
に
統
一
が
戻
っ
て
来
た
が
、
実
際
に
は
両
派
の
対
立
は
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

あ
り
、
そ
れ
は
戦
い
の
種
々
の
局
面
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

　
最
初
の
事
件
は
セ
フ
ォ
リ
泉
に
お
け
る
作
戦
会
議
で
あ
る
。
肉
検
§
N
塁
に
よ
れ
ば
、
会
議
で
は
レ
ー
モ
ソ
の
主
張
に
よ
り
こ
の
地
に
野
営
し

た
ま
ま
行
動
に
移
ら
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
日
の
夜
中
に
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
総
長
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
リ
ヂ
フ
ォ
ー
ル
が
国
王
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

訪
れ
、
レ
ー
モ
ソ
の
叛
逆
の
意
図
を
示
唆
し
て
、
国
王
に
即
時
出
陣
の
命
令
を
出
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
作
戦
変
更
が
敗
戦
の
重
要

な
一
因
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
こ
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
奪
、
§
N
塁
に
述
べ
ら
れ
る
彼
の
レ
ー
モ
ン
に
対
す
る
私
怨
か
ら
説
明
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

作
戦
を
巡
る
こ
の
対
立
に
は
、
そ
れ
以
上
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
図
自
9
ヨ
㊤
ロ
が
指
摘
す
る
如
く
、
一
一
八

三
年
の
ト
ゥ
バ
ニ
ア
泉
で
の
対
陣
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
レ
ー
モ
ン
の
主
張
に
従
っ
て
セ
フ
ォ
リ
泉
を
動
か
ず
に
い
た
な
ら
ば
、
サ
ラ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

イ
ン
と
の
衝
突
は
避
け
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
如
く
、
ま
さ
に
そ
の
ト
ゥ
バ
ニ
ア
泉
の
対
陣
こ
そ
、
ギ
…
が
優
柔
不
断
と

判
断
さ
れ
て
バ
イ
イ
職
を
十
八
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
レ
ー
モ
ン
の
慎
重
策
に
従
え
ば
、

四
年
前
と
同
じ
情
況
が
作
り
出
さ
れ
る
恐
れ
が
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
実
際
、
レ
…
モ
ソ
派
が
そ
れ
を
画
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能

で
は
な
い
。
勿
論
、
レ
ー
モ
ン
の
慎
重
策
が
正
当
な
も
の
で
あ
り
得
た
こ
と
は
そ
の
後
の
経
過
か
ら
も
十
分
に
認
め
ら
れ
得
る
。
し
か
し
、
そ

48 （842）
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の
場
合
に
は
ギ
ー
は
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
結
局
、
ギ
ー
と
し
て
は
四
年
前
の
苦
い
経
験
を
繰
り
返
さ
な
い
方
を
選
ん
だ
の
で

あ
り
、
　
一
夜
に
し
て
作
戦
が
変
更
さ
れ
、
後
世
「
無
謀
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
強
硬
策
に
ギ
ー
が
踏
み
切
っ
た
理
由
も
、
こ
う
し

た
背
景
の
中
で
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
は
十
掌
軍
側
の
大
敗
北
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
戦
い
で
捕
虜
に
な
っ
た
主
要
な
人
物
は
、
国
王
七
三
と
ア

モ
ー
リ
ー
の
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
兄
弟
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ソ
、
オ
ン
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ト
ロ
ン
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
リ
ド
フ
ォ
ー
ル
等

　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

で
あ
り
、
一
方
、
脱
出
し
た
人
物
は
、
レ
ー
モ
ン
・
ド
・
ト
リ
ポ
リ
と
そ
の
四
人
の
息
子
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
の
息
子
レ
ー
モ
ン
、
ジ
ョ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ラ
ソ
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
i
、
バ
リ
ァ
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ン
で
あ
る
。
戦
闘
中
の
行
動
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
従
来
か

ら
色
々
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
こ
の
地
の
領
主
と
し
て
作
戦
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
か
つ
脱
出
者
の
一
人
で
も
あ
る
レ
ー
モ
ン
・

ド
・
ト
リ
ポ
リ
の
イ
ス
ラ
ム
側
へ
の
内
通
の
疑
惑
に
つ
い
て
は
、
西
欧
側
の
多
く
の
史
料
が
そ
れ
を
主
張
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
は
概
ね
否
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
鰹
、
§
N
題
に
見
え
る
レ
ー
モ
ソ
の
脱
出
情
況
の
叙
述
は
こ
の
疑
惑
を
十
分
に
晴
ら
し
得
な
い
し
、
そ
の
少
し
前
に
は
五
人
の
騎
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
サ
ラ
デ
ィ
ン
に
投
降
す
る
叙
述
が
あ
り
、
彼
等
は
レ
ー
モ
ソ
の
配
下
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
通
者
に
関
し
て
は
、
曾
動
ミ

遷
鷺
句
專
ミ
§
恥
§
§
ミ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
ジ
ェ
ノ
ア
人
の
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
三
世
宛
書
簡
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
騎
士
の
人
数
は
六
人

に
な
っ
て
い
る
。
彼
等
が
誰
に
属
し
て
い
た
か
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
騎
士
の
一
人
が
ピ
8
象
○
貯
ω
α
Φ
門
9
錠
匿
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
・
や
は
り
・
i
モ
ソ
配
下
で
あ
・
た
㍉
芝
を
推
測
さ
せ
爾
・
さ
す
れ
ば
・
・
↓
ソ
耳
に
内
通
の
疑
惑
が
か
け
ら
れ
て
も
必
ず
し

も
不
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
し
か
も
、
よ
り
注
囲
す
べ
き
こ
と
は
、
上
に
挙
げ
た
捕
虜
と
脱
出
者
と
の
名
前
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
そ
こ
に
整
然
た
る
区
分
が
あ
る
こ
と

に
気
が
付
く
で
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
ス
ラ
ン
を
除
け
ば
、
脱
出
者
に
は
か
つ
て
の
「
バ
ロ
ン
党
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
揃
え
て
お
り
、
一
方
、

捕
虜
に
な
っ
た
の
は
、
ア
モ
ー
リ
ー
を
除
い
て
全
員
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
際
し
て
名
前
の
見
え
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
特
に
、
最
初
は
バ
ロ

49　（843）



ン
党
に
属
し
な
が
ら
、
途
中
か
ら
ギ
ー
の
下
に
走
っ
た
オ
ソ
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ト
ロ
ン
が
捕
虜
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
明
ら
か
に
偶
然
の
結

果
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
や
は
り
、
旧
「
バ
ロ
ン
党
」
の
側
に
、
明
白
な
内
通
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も

戦
線
離
脱
の
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

50　（844）

　
以
上
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
の
即
位
よ
リ
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
に
至
る
一
三
年
間
の
事
件
経
過
を
、
所
謂
「
宮
廷
党
」
対
「
バ
ロ
ン
党
」

の
対
立
の
中
に
位
置
づ
け
る
形
で
述
べ
て
来
た
。
そ
こ
で
、
次
に
は
こ
の
党
争
の
性
格
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の

一
応
の
通
説
は
既
に
前
述
し
た
所
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
更
に
詳
細
に
考
察
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
に
属
す
る
と
さ

れ
る
主
要
な
人
物
に
つ
い
て
寄
与
的
に
検
討
す
る
。
そ
の
際
の
重
要
な
史
料
と
し
て
、
寒
鷺
。
・
§
爲
恥
ミ
建
ミ
自
ミ
黛
§
§
鼠
に
収
め
ら
れ
て
い

る
国
王
文
書
の
副
署
人
の
名
前
を
用
い
る
。

　
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
国
王
文
書
中
に
現
わ
れ
る
人
名
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
年
代
記
の
記
述
を
確
認
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
頻
用
さ
れ

て
来
た
。
た
だ
、
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
行
老
で
あ
る
シ
ャ
ソ
ス
リ

ェ
に
つ
い
て
見
て
も
、
例
え
ば
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
は
不
在
中
（
一
一
七
八
年
一
〇
月
～
＝
八
○
年
七
月
六
日
）
に
も
八
つ
の
文
書
で
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

者
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
職
務
が
か
な
り
形
式
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
副
署
人
の
名
前
に
つ
い
て
も
疑
う
必
要
が
生
ず

る
が
、
た
だ
、
例
え
ば
副
署
の
形
式
化
を
考
え
る
場
舎
に
重
要
な
官
職
と
の
関
係
を
詳
細
に
考
察
し
た
場
合
、
必
ず
し
も
そ
こ
に
特
定
の
規
則

性
は
見
出
せ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
一
例
と
し
て
王
国
の
主
要
な
官
職
で
あ
る
セ
ネ
シ
ャ
ル
と
ロ
ネ
タ
ブ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
か
ら
ア
ン
リ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
至
る
諸
王
が
発
し
た
文
書
の
総
数
は
八
三
（
偽
文
書
の
疑
い
が
あ
る
お
9
鰹
。
。
・

の
㎝
O
を
除
く
）
で
あ
り
、
そ
の
内
、
セ
ネ
シ
ャ
ル
（
以
下
S
と
略
）
と
コ
ネ
タ
プ
ル
（
同
じ
く
C
と
略
）
の
両
方
或
い
は
い
ず
れ
か
一
方
が
副

署
し
て
い
る
文
書
は
五
四
で
あ
る
。
こ
の
内
S
と
C
と
が
両
方
揃
っ
て
い
る
の
は
二
〇
で
あ
り
、
文
書
総
数
の
約
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
残

り
三
四
は
ど
ち
ら
か
一
方
が
副
署
し
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
S
の
み
が
一
七
、
C
の
み
が
一
七
で
あ
っ
て
、
丁
度
相
半
ば
し
て
い
る
。
又
、
S
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と
C
と
の
序
列
に
つ
い
て
言
え
ば
、
両
者
の
揃
っ
て
い
る
二
〇
の
内
、
S
が
C
よ
り
先
に
副
署
し
て
い
る
の
が
七
、
C
が
S
に
先
ん
じ
て
い
る

の
が
二
二
で
あ
り
、
や
や
C
の
方
が
優
勢
で
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
明
確
な
序
列
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
序
列
は
宮
職
に
で
な
く
、

そ
の
官
職
に
あ
っ
た
人
物
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
圏
王
文
書
に
と
っ
て
、
S
と
C
の
副
署
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
序
列
も
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
又
、
い
ず
れ
か
一
方
が
副
署
し
て
い
る
場
合
の
数
が
同
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
副
署
人
と
し
て
の
重
要
性
も
ほ
ぼ
均
等
で
あ
っ
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
。
詳
細
な
論
述
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
官
職
と
は
洌
に
、
個
々
の
副
署
人
の
登
場
圓
数
や
そ
の
序
列
を
考
察
し
て
も
、
そ

こ
に
は
か
な
り
激
し
い
移
動
が
見
ら
れ
、
聖
職
者
が
俗
人
よ
り
先
に
署
名
し
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
を
除
い
て
、
や
は
り
規
則
性
は
感
じ
ら
れ
な

い
。　

従
っ
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
で
は
副
署
の
形
式
化
は
あ
ま
り
進
展
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
登
場
如
何
や
副
署
順
位
が
、
個
々
の
人
物
の
そ
の
時

々
の
政
治
的
立
場
や
勢
力
関
係
を
一
定
程
度
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
実
際
に
自
署
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
ま
で
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
上
の
よ
う
な
意
味
で
国
王
文
書

の
副
署
を
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑦
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
テ
ィ
ル
は
こ
れ
を
一
｝
七
三
年
の
こ
と
に
し
て
い
る
。
≦
●
日
こ
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8
‘
顛
無
ミ
“
3
×
×
H
”
罫
需
幾
0
9
ひ
押
や
H
O
b
。
G
。
・
彼
等
の
釈
放
さ
れ

　
た
目
付
け
に
つ
い
て
は
、
国
’
炉
≧
o
ぎ
『
o
詳
智
象
恥
含
｝
榊
N
鵠
§
蕊
導
馬
穿
鳶

　
ミ
き
馬
9
竃
ミ
ミ
要
ミ
3
疑
疑
∴
遣
や
ち
刈
G
。
り
や
①
G
。
二
段
ρ

⑦
　
ジ
ョ
ス
ラ
ン
は
碧
鷺
乳
3
器
8
や
ぱ
。
。
に
お
い
て
、
捕
囚
後
初
め
て
岡
玉
文

　
書
に
登
場
す
る
が
、
そ
の
隣
既
に
セ
ネ
シ
ャ
ル
の
称
号
を
伴
っ
て
い
る
。

⑧
ル
ノ
ー
は
＝
七
七
年
＝
月
に
モ
ン
ソ
ア
ル
の
鉱
主
と
し
て
エ
テ
ィ
エ
ソ
ネ

　
ッ
ト
と
共
に
登
場
す
る
。
淘
魂
塁
ミ
層
綬
γ
や
置
①
．

⑨
　
≦
■
8
こ
韓
無
O
蕊
3
図
×
押
一
《
涛
鳶
G
O
鳥
“
層
押
℃
．
H
O
吋
G
Q
陶
ギ
ヨ
ー
ム
に
よ

　
れ
ば
こ
の
決
定
は
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
到
来
以
前
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
．
．
獣
。
耳
暮
唱
ユ
g
㊤
馨
㊦
8
旨
一
け
一
ω
ぎ
霞
9
9
ヨ
h
o
o
o
葺
け
、
．
．

⑩
愚
迷
こ
韓
肋
ミ
ミ
図
メ
H
』
b
。
－
ト
ニ
。
。
”
需
蔑
O
O
8
押
電
．
日
O
障
占
O
㌻
尚
、

〆
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圏
8
プ
。
『
o
昌
は
バ
ー
．
リ
ム
攻
囲
に
㎜
面
し
て
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
．
ヤ
テ
ィ
ヨ
ソ
を
登
場

　
さ
せ
．
て
い
る
。
翼
搾
げ
O
冴
O
詳
O
賢
ミ
ニ
℃
℃
■
c
◎
卜
。
あ
ω
■
し
か
し
、
こ
れ
は
恐
ら
く

　
ギ
ヨ
ー
ム
の
雷
う
「
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
公
」
を
ル
ノ
t
に
比
定
し
た
た
め
で
あ
り
、

　
ル
ノ
．
1
慮
身
は
モ
ン
ジ
ザ
ー
ル
の
戦
い
に
困
王
が
脚
幽
い
た
バ
．
ロ
ン
・
甲
に
名
が
目
押
え

　
て
い
る
。
ハ
…
リ
ム
政
騒
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
は
前
後
の
文
脈
か
ら
も
明
ら
か

　
に
ボ
．
エ
モ
ソ
三
世
で
あ
ろ
う
。

⑬
シ
ビ
ル
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世
の
同
腹
の
姉
で
あ
る
。
≦
・
6
こ
ミ
恥
8
註
黛

　
×
区
鰹
も
つ
層
淘
幾
G
O
8
、
H
℃
や
ド
O
O
α
■

⑫
≦
逼
二
鶉
無
ミ
詳
騒
×
押
鐸
謁
鳶
O
O
8
旧
応
唱
」
O
b
。
㎝
ム
8
①
■

⑬
≦
目
‘
窯
恥
ミ
賞
メ
×
同
b
①
憎
ω
ρ
涛
驚
O
O
8
押
唱
」
鍵
㌣
H
8
ρ
H
8
ρ

⑭
ギ
ヨ
ー
ム
は
前
巻
を
受
け
て
「
ま
た
同
じ
晴
」
国
。
伽
。
導
ρ
き
ρ
話
富
日
℃
o
お

　
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
一
一
七
九
年
後
半
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
が
、
以

　
下
の
叙
述
か
ら
は
、
ボ
エ
モ
ン
、
レ
ー
モ
ソ
の
動
来
と
結
婚
の
行
な
わ
れ
た
復
活

　
祭
と
の
間
に
あ
ま
り
間
隔
が
あ
い
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
、
．
一
一
八
○
年
に
入

　
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑯
乏
。
円
‘
起
巻
識
9
メ
区
H
H
レ
．
葡
蔑
G
9
♪
押
喝
℃
．
ざ
露
占
8
G
。
．
尚
、
ギ
ー

　
と
シ
ビ
ル
の
結
婚
に
つ
い
て
の
諸
研
究
者
の
意
見
は
賭
8
プ
。
訂
。
芦
。
》
職
譜
℃
・

　
o
。
Q
。
鐸
8
の
お
沙
照
。

⑯
匹
δ
率
Q
q
巳
跨
略
穿
ミ
ミ
窓
ぴ
帖
ミ
8
や
H
8
．

⑰
芝
．
ω
葺
げ
冨
巴
こ
二
陣
黛
凌
鷺
恥
專
ミ
ミ
恥
§
§
蝕
財
§
ミ
帖
ミ
＆
曾
駐

　
（
以
下
縛
恥
ミ
メ
轄
ミ
§
璃
と
略
Y
〈
。
ド
急
電
・
ω
巳
凸
①
O
．

⑯
　
ギ
ヨ
ー
ム
は
第
三
ラ
テ
ラ
ソ
公
会
議
出
席
の
た
め
一
一
七
八
年
一
〇
月
に
出
発

　
し
、
テ
ィ
ル
ス
に
戻
っ
た
の
は
一
一
八
○
年
七
月
六
三
で
あ
っ
た
。
妻
9
日
こ
ミ
㍗

　
馬
丁
3
捌
×
押
b
o
ρ
区
×
降
．
下
層
涛
瞭
O
O
8
「
H
噛
男
や
H
O
幽
ρ
μ
O
①
Q
。
．

⑲
炉
α
・
ソ
躍
ω
白
隣
9
ρ
。
ρ
噛
9
§
鳶
…
ミ
恥
、
穿
㌔
§
匙
ミ
魯
き
§
ミ
戚
龍

　
撃
、
跨
。
篭
ミ
㍉
。
。
謡
・
尚
、
実
物
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
鮮
碧
。
学

　
ヨ
銭
ど
。
特
配
W
こ
目
噛
や
蕗
ω
及
び
乏
■
．
缶
．
図
郎
無
α
o
O
O
＝
o
p
σ
o
品
．
、
．
U
Φ
ω

　
℃
器
ヨ
ぽ
富
H
σ
o
ぼ
ロ
。
。
、
、
”
富
ミ
。
鴻
鵠
禽
狂
い
誕
図
担
一
Φ
①
ρ
℃
や
ま
轟
ム
O
頓
に

　
よ
る
引
用
を
燭
い
る
。

⑳
鼠
。
嶺
婁
、
愚
．
ミ
讐
噂
霧
鉱
昌
ピ

⑳
　
≦
■
6
二
鰹
無
ミ
ミ
魑
メ
〆
囲
H
曽
μ
旬
蔑
G
O
h
ら
層
押
℃
や
H
8
Φ
占
零
ρ

⑳
　
図
α
げ
識
O
げ
實
。
》
盗
難
ψ
ω
㊤
O
＞
謬
白
．
ω
■

⑬
　
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
は
一
一
八
○
年
四
月
二
八
霞
（
三
遷
鈎
運
輸
頓
㊤
G
。
」
℃
・
嵩
Q
◎
）
　
以
．
後
、

　
日
付
け
不
明
の
紹
『
を
除
け
ば
、
翌
年
九
月
一
〇
日
（
笥
薦
馬
無
墨
①
8
u
や
ま
O
）

　
ま
で
登
場
し
な
い
。
そ
し
て
、
ギ
ヨ
ー
ム
に
よ
っ
て
一
緒
に
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ

　
1
プ
ル
に
い
た
と
さ
れ
る
ジ
ョ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
に
つ
い
て
も
同
横
…

　
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。
．

⑳
冒
。
お
留
噂
。
》
鼠
卦
勺
や
障
ム
麟
’

⑮
　
囚
お
ざ
。
や
。
誉
’
唱
■
H
忠
．

⑳
　
一
一
七
九
年
四
月
二
日
（
国
恥
偽
恥
恥
燃
＆
り
　
O
刈
㊤
闇
℃
■
　
H
m
膳
）
以
後
出
な
い
。
因
み
に
バ

　
リ
ア
ン
の
方
は
一
．
．
一
七
九
年
…
○
月
ニ
ニ
臼
と
一
．
一
月
闇
雲
日
の
一
～
度
出
て
い
る
。

　
需
需
禽
ミ
魑
窃
Q
。
8
頓
o
Q
Q
。
噛
や
δ
①
・

⑳
芝
遍
こ
建
無
ミ
爵
区
区
H
し
。
。
闇
需
霞
0
9
コ
口
℃
辱
δ
ω
9

⑳
≦
6
二
鳶
職
ミ
封
メ
区
戸
ゲ
ω
㌧
需
驚
O
O
＆
噂
H
’
唱
」
8
Q
。
占
8
①
．

⑳
芝
角
‘
零
無
ミ
ミ
魑
メ
区
H
H
層
P
謁
璃
0
9
♪
押
℃
」
O
謡

⑳
奪
鷺
の
ミ
噂
①
罫
℃
」
0
ω
．

⑳
≦
■
月
こ
襲
無
。
義
3
区
区
員
舟
国
訓
q
O
も
♪
押
や
H
O
①
。
。
．
ギ
ヨ
ー
ム
は
極
め

　
て
簡
単
に
述
べ
て
お
り
、
導
、
§
壽
勲
各
区
潤
押
G
。
c
。
1
ω
P
沁
霞
O
O
も
P
H
押
℃
℃
。
零

　
占
一
に
よ
っ
て
詳
細
な
経
過
が
知
ら
れ
る
。
尤
も
肉
喚
§
、
題
の
叙
述
を
全
艦
的
に

　
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
蜜
。
お
p
麺
に
よ
れ
ば
h
壕
§
馬
込
区
駁
置
H
噛

　
二
山
9
ω
野
ω
。
。
あ
Φ
は
、
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
原
年
代
記
の
＝
八
五
年
ま
で
の
部
分

　
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
駕
。
品
餌
p
愚
．
ミ
こ
℃
」
。
。
蒔
）
、
比

　
較
的
有
効
性
は
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
少
な
く
と
も
同
時
代
人
の
意
見
と
し
て

　
参
考
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
．
b
、
穿
§
、
舞
〆
メ
匿
督
ω
。
。
後
半
に
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見
え
る
エ
ル
サ
レ
ム
総
大
司
教
…
選
挙
に
お
け
る
国
王
の
特
権
に
関
す
る
議
論
は
、

　
王
國
外
の
人
物
か
或
い
は
後
世
の
人
物
の
手
に
な
る
よ
う
な
印
象
も
与
え
、
し
。
り
に

　
誇
け
る
ギ
ヨ
ー
ム
毒
殺
説
と
共
に
、
こ
の
部
分
の
信
語
性
に
は
や
は
り
問
題
が
残

　
る
。

⑳
　
ノ
〈
’
日
こ
ミ
無
ミ
ミ
層
区
メ
H
H
魑
μ
涛
蔑
O
O
蟻
♪
押
℃
℃
■
H
8
Q
◎
ム
8
㊤
．

⑳
夘
§
。
白
身
層
。
》
ミ
ニ
H
押
噂
．
薄
野

⑭
　
賭
8
げ
。
冴
o
P
O
》
鼠
譜
噂
℃
．
津
あ
邸
．

⑯
〉
　
宅
．
月
．
．
ミ
無
ミ
ミ
暫
×
図
昌
噛
㊤
層
肉
璃
O
O
＆
”
押
や
℃
．
H
O
刈
刈
1
δ
刈
P

⑳
〉
切
断
牽
く
一
P
o
℃
．
o
搾
噛
℃
．
ζ
n
O
Q
◎
・

⑳
　
沁
薦
＄
ミ
”
①
嶺
吟
2
メ
⑦
ト
っ
倉
娼
℃
■
♂
Q
。
層
ド
①
伊

⑳
　
≦
’
↓
こ
顛
無
ミ
智
匂
×
メ
H
押
困
心
凸
《
鴻
幾
G
O
象
噛
H
℃
娼
や
H
O
c
。
“
1
¢
廣
「

⑳
）
　
ノ
〈
■
担
噛
襲
無
ミ
ミ
曽
姻
×
私
讐
、
卜
。
伊
葡
§
O
ミ
魑
H
嚇
℃
℃
．
二
兎
1
＝
嵩
．

⑩
　
≦
．
8
‘
建
艦
ミ
ミ
噛
早
薬
置
噛
b
Q
①
l
b
。
刈
噂
沁
葭
G
O
8
魑
目
．
憎
や
津
お
1
環
悼
◎
。
．

⑳
≦
．
目
‘
題
§
嵐
3
図
メ
H
目
噛
b
。
Φ
噛
葡
葭
G
9
♪
H
冒
℃
℃
・
H
三
下
置
鱒
。
。
・

＠
　
慈
噛
同
こ
鰹
望
9
、
ミ
’
区
×
H
H
押
ド
肉
国
6
0
8
噛
H
’
℃
「
置
G
。
ω
■

⑭
　
U
9
試
。
馨
P
寒
国
ミ
ミ
拙
§
壽
§
．
さ
8
℃
や
ω
一
る
b
っ
．

⑭
≦
毒
こ
題
ミ
ミ
ミ
噛
図
図
昌
回
噛
ド
需
自
G
9
ひ
押
℃
℃
顧
＝
ω
。
。
1
雛
。
。
餅

⑯
　
♂
〈
9
8
こ
ミ
篤
ミ
貯
層
×
囲
H
H
押
ど
需
蔑
O
O
h
ひ
押
℃
・
嵩
Q
Q
野
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・

　
テ
ィ
ル
の
年
代
記
は
こ
こ
で
突
然
と
ぎ
れ
て
い
る
。
以
下
は
主
と
し
て
肉
・
§
N
跨

　
に
拠
る
。

⑯
　
向
鴇
§
群
馬
×
区
圃
匿
噛
b
o
噛
謁
鳶
G
O
噺
♪
H
H
噛
唱
．
餅

㊨
〉
　
肉
鳩
§
貯
や
図
図
賢
聖
面
謁
矯
O
O
＆
℃
H
押
℃
や
①
晶
■

⑱
、
．
…
…
ざ
8
長
亀
O
①
8
窪
N
胃
島
。
簿
自
鎚
。
ぽ
艮
融
一
＝
。
ω
銅
器
ヨ
。
艮
雲

　
叶
。
昌
N
α
9
H
菊
9
竃
Φ
N
O
ρ
ロ
、
．
．
肉
醤
§
鳶
口
図
×
目
H
讐
嵩
、
肉
霞
G
O
8
噛
H
押
や
鱒
メ

⑭
　
周
毬
ρ
煽
。
ω
α
o
＜
詫
同
ざ
§
馬
韓
匙
O
遂
＆
㍉
ミ
画
a
畠
脳
§
脳
噂
凶
．
b
■
置
偽
9
霞
ρ
瓢
し
・
．

　
ぴ
団
｝
幹
9
く
p
冨
讐
、
ミ
跨
畿
噛
ミ
℃
引
治
篭
禍
浅
、
ぼ
ミ
偽
8
臆
ミ
．
一
Q
。
り
①
、
冨
℃
．
一
㊤
痒
”

　
区
O
H
H
押
や
O
り
■

⑳
国
δ
宰
の
艮
跨
’
隷
ミ
ミ
冬
“
帖
ミ
8
署
」
ミ
占
O
。
。
’

⑪
　
肉
㎞
．
§
N
覇
噛
×
×
嵩
同
噛
ミ
ー
b
⊇
b
o
’
野
鼠
O
O
ミ
・
H
押
℃
や
N
㎝
I
Q
Q
心
．

⑫
　
た
だ
、
一
つ
問
題
が
残
る
の
は
、
彼
の
王
国
退
去
の
時
期
で
あ
る
。
肉
腰
§
N
舞

　
×
図
目
H
噛
誌
に
よ
れ
ば
、
ギ
；
の
戴
冠
は
一
一
八
六
年
九
月
半
ば
で
あ
る
が
、

　
肉
薦
馬
亀
犠
に
よ
れ
ば
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ン
は
既
に
同
年
二
月
に
ア
ン
チ

　
ィ
オ
キ
ア
の
二
つ
の
文
霞
に
副
署
人
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
需
轟
短
い
§
忠
。
。
、

　
象
ρ
署
．
嵩
μ
1
嵩
b
。
’
そ
の
翻
署
入
中
に
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
圓
の
他
の
バ
μ
ソ
の

　
名
前
は
晃
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
黛
ゆ
の
方
の
文
窃
に
は
、
．
0
9
μ
切
難
。
簿
霧
。
。
o
コ
ω
賃

　
…
…
国
巴
旨
壽
蝕
℃
o
o
ヨ
淳
一
も
。
8
鼠
℃
巳
『
．
”
と
し
て
レ
ー
モ
ン
の
名
も
見
え
て
お
り
、

　
こ
の
時
期
に
両
者
が
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
は
考
え
う
る
。
一
方

　
で
、
ギ
ー
の
戴
冠
以
後
に
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
の
名
は
一
向
に
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
の

　
文
書
に
現
わ
れ
な
い
。
故
に
、
奪
§
N
跨
が
報
告
し
て
い
る
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
の
王

　
国
退
去
の
情
況
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
可
能
性
も
出
て
来
る
。
彼
の
王
国
退
虫

　
は
ク
ー
デ
タ
…
購
件
以
前
に
別
の
題
目
で
行
な
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
尤
も
、

　
ギ
ー
の
戴
冠
を
九
月
目
す
る
等
§
軸
禽
を
疑
う
こ
と
も
で
ぎ
る
。
確
か
に
需
竃
馬
絵
3

　
0
盟
（
一
一
八
六
年
四
月
二
五
臼
）
に
は
．
．
∪
霧
信
ヨ
ゆ
注
置
窪
目
。
＜
冨
σ
q
o
．
、
と

　
あ
っ
て
、
　
四
月
に
は
ま
だ
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
五
目
が
生
き
て
い
る
が
、
　
そ
の
前
の

　
肉
魂
題
ミ
．
象
O
（
一
一
八
六
年
三
月
七
日
）
に
は
既
．
に
ギ
ー
が
圏
王
と
し
て
腰
揚

　
し
て
い
る
。
普
通
は
①
㎝
O
の
方
を
偽
文
霞
と
し
て
扱
う
よ
う
だ
が
、
肉
腰
§
馬
題
の

　
叙
述
に
確
証
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
①
盟
の
方
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
実
際
、
象
O
の
醐
署
人
の
名
前
を
見
る
と
、
ク
ー
デ
タ
…
鷹
後
の
情
況
を
よ
く
捉

　
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
　
必
ず
し
も
偽
文
書
と
は
断
定
で
き
な
い
。
　
も
し

　
霧
O
が
偽
文
雷
で
は
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
ギ
ー
の
戴
冠
は
通
説
よ
り
半
年
程
早

　
く
、
　
　
八
六
年
初
め
頃
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
こ
こ
で
こ
の
問
題

　
に
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
し
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
は
、
さ
し
あ

　
た
り
ギ
ー
の
ク
…
デ
タ
ー
の
正
確
な
日
付
は
必
要
な
い
で
あ
ろ
う
。

㊥
）
　
男
二
〇
団
－
ω
日
即
ド
隷
四
ミ
ミ
〉
♂
富
ミ
き
℃
℃
噛
8
0
山
＝
．
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⑭
　
口
に
ロ
9
ヨ
磐
℃
o
》
職
野
H
押
℃
・
盆
メ

⑮
　
肉
検
§
智
三
層
メ
据
H
H
押
鷺
山
伊
肉
霞
O
O
噺
♪
同
H
”
℃
や
ω
？
。
。
①
・

⑳
　
肉
唖
§
富
勲
図
メ
H
H
囲
㌔
b
⊃
q
1
8
讐
渇
霞
O
O
“
黛
H
H
’
℃
や
ω
？
ま
．

⑰
　
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
に
関
し
て
、
肉
喚
§
㌃
静
×
〆
跡
目
層
駆
O
以
下
は
d
本
が

　
R
H
O
の
脚
部
に
別
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
部
分
は

　
主
と
し
て
そ
れ
を
用
い
、
適
宜
本
文
も
参
照
す
る
。
尚
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い

　
の
具
体
像
に
つ
い
て
は
、
諸
史
料
の
絹
違
を
整
理
し
た
図
霞
昌
9
琶
”
P
o
特
鼠
計

　
回
押
諺
℃
℃
窪
象
×
H
押
℃
や
劇
。
。
①
－
畠
一
が
有
用
で
あ
る
。

＠
　
鵜
喚
§
N
舞
図
餌
H
囲
押
q
。
伊
隠
釦
O
O
量
H
押
℃
℃
．
器
凸
。
。
．

⑲
専
§
演
”
メ
図
躊
押
。
。
心
噛
肉
国
0
9
♪
H
押
電
。
㎝
O
占
卜
。
凸

⑭
　
図
幽
冥
9
日
目
戸
。
》
翫
牒
こ
H
押
唱
，
畠
①
．

⑪
　
鱒
、
§
N
題
．
〈
ρ
μ
U
旧
謁
鞘
O
O
8
H
H
噛
唱
℃
■
9
1
①
9

＠
　
騨
§
N
禽
”
〈
p
μ
U
讐
肉
感
O
O
＆
’
H
囲
層
や
①
9

⑳
　
専
§
N
舞
ぐ
帥
り
U
”
陶
亀
O
O
8
尋
H
H
”
や
①
ρ
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
脱
出
に
つ
い
て

　
は
史
料
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
り
、
捕
虜
に
な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
蜜
。
げ
巳
，

　
ω
o
p
が
論
証
し
て
い
る
如
く
、
脱
出
し
た
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
属
ざ
げ
。
で

　
。
ウ
9
ど
。
笹
翫
計
や
一
①
O
戸
ω
ω
9

⑧
　
肉
臓
§
触
塗
く
撃
や
肉
窺
O
O
郵
囲
囲
㌧
℃
じ
認
’
尚
、
肉
噴
§
、
＄
本
文
中
で
は

　
〉
ハ
〉
ハ
H
H
押
駆
b
ρ
魑
肉
霞
O
O
昏
♪
同
H
”
℃
9
0
窃
に
、
　
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
一
を
陰
刑
く
脳
脚
山
固
甑
佃
の
全
員

　
が
ま
と
め
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑯
園
§
。
日
田
窪
曽
。
》
翫
譜
H
担
℃
℃
’
膳
。
。
？
心
。
。
曾
裟
。
ぎ
駐
。
p
。
特
“
舞
℃
■
δ
b
。

　
口
．
Q
σ
ω
9

⑯
　
肉
§
ミ
塗
く
母
9
U
’
葡
国
O
O
3
H
H
團
℃
．
①
心
．

⑰
　
O
塁
ミ
》
、
・
導
鳶
篭
駄
自
旭
く
巳
．
回
転
℃
℃
■
回
H
ム
b
o
．

⑱
国
恥
婁
3
α
①
b
。
璽
黛
8
0
お
層
α
。
。
卜
。
曽
㎝
。
。
8
0
G
。
c
。
い
＄
鯉
紹
。
。
層
憾
や
」
8
し
鐙
－
嵩
。
。
’

㊥
　
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
ド
・
モ
ン
フ
ェ
ラ
と
ア
ン
リ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
正
式

　
に
は
国
王
に
数
え
な
い
が
、
イ
ザ
ベ
ル
と
の
結
婚
以
後
は
蕃
実
上
の
国
画
と
齎
敬

　
す
。
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二
　
諸
侯
の
個
別
考
察

　
所
謂
「
バ
ロ
ン
党
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
一
般
に
「
土
着
者
」
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
て
来
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
見
解

は
基
本
的
に
は
正
し
い
。
レ
ー
モ
ン
・
ド
・
ト
リ
ポ
リ
は
か
の
レ
ー
モ
ソ
・
ド
・
サ
ソ
ジ
ル
の
玄
孫
と
し
て
第
六
代
ト
リ
ポ
リ
伯
で
あ
り
、
イ

ブ
ラ
ン
兄
弟
や
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ン
も
共
に
早
く
よ
り
王
国
に
定
着
し
て
い
る
家
柄
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
に
見
る
時
、
そ
の
間
に
は
一

定
の
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
る
。

　
最
初
に
考
察
す
る
の
は
「
バ
胃
ン
党
」
の
統
率
老
的
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
レ
ー
モ
ソ
・
ド
・
ト
リ
ポ
リ
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
名
の
示
す

如
く
ト
リ
ポ
リ
伯
で
あ
り
、
彼
が
王
国
の
バ
p
ソ
に
な
っ
た
の
は
エ
シ
ー
ヴ
と
の
結
婚
に
よ
り
テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
の
領
主
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、
彼
が
王
国
の
事
件
に
介
入
す
る
の
は
そ
の
結
婚
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
国
王
文
書
に
副
署
人
と
し
て
登
揚
す
る
の
も
ま
た



ギー・ド・リュジニャソのクーデター（八塚）

　
　
　
　
①

同
様
で
あ
る
。
尤
も
、
劃
署
に
関
す
る
限
り
は
、
エ
シ
ー
ヴ
の
夫
と
し
て
ゴ
ー
テ
ィ
エ
・
ド
・
ガ
リ
レ
ー
の
後
を
継
い
だ
と
考
え
れ
ば
必
ず
し

も
前
の
時
代
と
断
絶
が
あ
る
と
は
言
え
ず
、
従
っ
て
、
こ
れ
に
関
し
て
は
副
署
の
比
較
は
あ
ま
り
有
用
と
は
算
え
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と

も
彼
が
外
来
者
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
就
中
、
彼
の
場
合
は
ト
リ
ポ
リ
伯
と
い
う
王
国
か

ら
独
立
し
た
北
方
の
大
諸
侯
と
し
て
の
性
格
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ギ
ー
と
シ
ビ
ル
の
結
婚
に
際
し
て
の
ボ
エ
モ
ン
三
世
と
の

共
同
行
動
に
現
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
五
六
の
即
位
を
巡
る
紛
争
に
際
し
て
も
名
前
が
見
え
て

お
り
、
　
「
バ
ロ
ン
党
」
と
こ
う
し
た
北
方
大
諸
侯
と
の
結
び
つ
き
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ソ
の
王
国
退
去
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
所
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
レ
ー
モ
ソ
の
特
殊
な
立
場
は
王
国
の
他
の
バ
ロ
ン
達
と
の
間
に
時
と
し
て
懸
隔
を
生
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
し
、
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
際
し
て
オ
ソ
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ト
ロ
ン
擁
立
が
失
敗
し
た
後
、
バ
ロ
ン
達
が
比
較
的
容
易
に
レ
ー
モ
ン
を
見

捨
て
た
こ
と
、
そ
し
て
レ
イ
モ
ン
が
孤
立
し
た
抵
抗
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
等
は
、
そ
う
し
た
背
景
の
下
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
次
は
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ソ
で
あ
る
。
シ
ド
ン
家
及
び
そ
の
同
族
で
あ
る
セ
ザ
レ
ー
家
に
つ
い
て
は
、
い
㊤
寓
○
簿
Φ
に
研
究
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
画
家
の
共
通
の
先
祖
で
あ
る
ウ
ス
タ
ー
シ
ュ
・
ガ
ル
ニ
エ
は
恐
ら
く
第
一
回
十
字
軍
直
後
に
到
来
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
出
身
の
騎
士

で
あ
り
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
一
世
に
重
用
さ
れ
、
セ
ザ
レ
ー
と
シ
ド
ソ
を
授
封
さ
れ
た
。
や
が
て
王
国
の
最
も
重
要
な
バ
ロ
ン
の
一
人
に
な
り
、

一
一
二
〇
～
一
＝
一
三
年
頃
に
は
コ
ネ
タ
プ
ル
に
な
り
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
工
世
才
囚
に
際
し
て
は
バ
イ
イ
に
選
ば
れ
て
い
る
。
彼
の
没
後
は
シ

ド
ソ
と
セ
ザ
レ
ー
を
二
人
の
息
子
が
分
割
糊
続
し
、
シ
ド
ソ
は
ウ
ス
タ
ー
シ
ュ
ニ
世
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
、
ル
ノ
ー
と
伝
え
ら
れ
て
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル

の
時
ガ
ル
熟
田
の
か
わ
り
に
シ
ド
ソ
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
常
に
王
国
内
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
シ
ド

ソ
家
は
本
来
的
な
「
土
着
バ
ロ
ン
」
を
代
表
す
る
も
の
の
一
つ
と
看
幸
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
U
斜
冨
。
暮
①
は
ル
ノ
ー
・
ド
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

シ
ド
ソ
を
二
一
八
○
年
か
ら
一
一
九
二
年
の
混
乱
時
代
に
一
貫
し
て
バ
ロ
ン
党
の
路
線
に
従
っ
た
」
と
評
価
す
る
。

　
し
か
し
、
詳
細
に
紛
争
の
過
程
を
再
検
討
す
る
時
、
必
ず
し
も
そ
う
単
純
に
は
言
い
切
れ
な
く
な
る
。
確
か
に
ル
ノ
ー
は
一
一
七
四
年
の
レ

ー
モ
ン
支
持
者
で
あ
り
、
一
一
八
三
年
の
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
五
世
戴
冠
の
助
欝
老
で
あ
り
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
で
の
脱
出
者
で
あ
る
。
し
か
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し
、
問
題
は
一
一
八
○
年
後
半
～
一
一
八
二
年
初
の
期
閻
で
あ
る
。
前
章
で
の
分
析
で
は
、
こ
れ
は
シ
ビ
ル
の
結
婚
問
題
を
巡
っ
て
っ
宮
廷

党
」
と
「
バ
p
ン
党
」
と
の
対
立
が
最
初
に
顕
在
化
し
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
間
「
バ
ロ
ン
党
」
は
宮
廷
よ
り
排
斥
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
国
王
文
書
の
副
署
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
、
こ
の
間
は
レ
ー
モ
ン
も
イ
ブ
ラ
ン
兄
弟
も
登
場
し
な
い
。
し
か
る
に
ル
ノ
ー
は
頻
り
に
登
場
し
て

　
④

い
る
。
彼
の
副
署
が
単
に
形
式
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
次
の
段
階
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
如
く
、

一
一
八
二
年
の
入
国
拒
否
事
件
を
契
機
に
レ
ー
モ
ン
は
復
権
し
、
こ
れ
と
と
も
に
副
署
に
も
レ
ー
モ
ン
と
イ
ブ
ラ
ソ
兄
弟
が
再
び
登
場
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
殆
ど
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ソ
は
副
署
か
ら
消
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
じ
「
バ

冒
ン
党
」
で
あ
っ
た
筈
の
レ
ー
モ
ソ
臓
イ
ブ
ラ
ソ
と
ル
ノ
ー
と
が
必
ず
し
も
こ
の
年
期
に
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
思
い
出
す
べ
き
こ
と
は
、
一
一
八
○
年
の
紛
争
の
経
過
で
あ
る
。
シ
ビ
ル
の
夫
の
候
補
者
と
し
て
は
最
初
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
が
挙
げ

ら
れ
、
そ
の
交
渉
が
難
行
し
て
い
る
時
に
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
と
ト
リ
ポ
リ
伯
の
圧
力
を
背
景
に
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ソ
が
登
訳
し
、

こ
れ
を
急
遽
阻
止
す
る
形
で
ギ
ー
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
「
バ
ロ
ン
党
」
対
「
宮
廷
党
」
の
図
式
で
は
後
二
者
を
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
振
る

こ
と
に
な
る
が
、
問
題
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
で
あ
る
。
彼
の
選
定
が
バ
ロ
ン
達
の
一
致
し
た
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
ギ
ヨ
ー
ム
の
叙
述
か
ら
も
知

ら
れ
、
こ
の
計
画
が
ま
だ
完
全
に
破
綻
し
て
い
な
い
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
案
は
完
全
に
捨
て
去
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
国
内
の
バ
ロ
ン
た
る
イ
ブ
ラ
ソ
家
が
北
方
大
諸
侯
を
背
景
に
シ
ビ
ル
の
候
補
者
と
し
て
登
高
し
て
来
た
の
で
あ
り
、
ル

ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ン
は
イ
ブ
ラ
ン
の
計
画
に
必
ず
し
も
同
調
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
伝
統
に
ま
で
な
っ
て
い
た

か
ど
う
か
は
確
証
は
な
い
が
、
先
の
ギ
ョ
！
ム
・
ロ
ソ
グ
エ
ペ
ー
と
い
い
、
更
に
は
昔
の
フ
ル
ク
・
ダ
ン
ジ
ュ
ー
と
い
い
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国

の
女
継
承
者
の
夫
を
西
欧
の
諸
侯
よ
り
選
ぶ
こ
と
に
は
あ
る
程
度
の
了
解
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ギ
ー
擁
立
に
際
し
て
ル
ノ
ー
・
ド
・

シ
ド
ン
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階
で
は
ギ
ー
を
支
持
し
た
側
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
如
く
、
寓
・
＜
8
ゆ
巴
費
三
¢
は
一
一
八
二
年
の
事
件
に
際
し
て
の
レ
ー
モ
ソ
支
持
老
の
中
に
イ
ブ
ラ
ン

兄
弟
と
並
ん
で
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ソ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
以
上
の
こ
と
よ
り
こ
れ
は
疑
わ
し
く
、
確
実
な
の
は
イ
ブ
ラ
ン
兄
弟
の
み
で
あ
ろ
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そ
こ
で
次
は
そ
の
イ
ブ
ラ
ン
家
で
あ
る
が
、
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
特
に
そ
の
初
期
よ
り
こ
の
時
期
ま
で
の
時
代
に
関
し
て
芝
・
国
・
菊
¢
窪
山
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

O
o
｝
冨
⇔
σ
鶏
σ
q
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
後
に
は
シ
ャ
ル
ト
ル
子
爵
家
の
後
法
を
借
称
す
る
こ
の
家
は
本
来
出
自
不
明
で
あ
り
、

恐
ら
く
南
伊
出
身
で
、
特
に
南
伊
ノ
ル
マ
ソ
人
起
源
が
有
力
で
あ
る
。
図
g
α
け
α
①
O
。
一
転
郎
げ
2
σ
q
が
二
世
代
と
す
る
初
代
じ
d
錠
尻
磐
器
は
王
国

の
初
期
に
到
来
し
、
ヤ
ッ
フ
ァ
の
コ
ネ
タ
プ
ル
と
い
う
目
立
た
な
い
地
位
に
あ
っ
た
。
フ
ル
ク
・
ダ
ソ
ジ
ュ
ー
の
時
イ
ブ
ラ
ソ
を
受
封
さ
れ
て
、

こ
れ
が
家
名
と
な
る
。
彼
の
上
昇
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
エ
ル
ヴ
ィ
・
ド
・
ラ
ム
ラ
と
の
幸
運
な
結
婚
で
あ
り
、
結
婚
時
に
は
三
人
い
た
彼
女

の
兄
弟
が
尽
く
絶
え
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
豊
か
な
封
が
イ
ブ
ラ
ン
家
の
手
中
に
入
る
。
彼
の
子
供
が
ユ
ー
グ
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
、
バ
リ
ア
ン

の
三
兄
弟
で
あ
り
、
ラ
ム
ラ
領
は
ま
ず
ユ
ー
グ
に
、
彼
の
没
後
は
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
に
伝
え
ら
れ
た
。
通
例
、
こ
の
三
兄
弟
の
段
階
で
イ
ブ
ラ
ン

家
は
他
の
土
着
．
ハ
ロ
ン
達
と
肩
を
並
べ
、
所
謂
「
バ
ロ
ン
党
」
の
中
心
に
な
っ
て
行
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
問
題
は
そ
の
時
期
で
あ

る
。
確
か
に
、
ユ
ー
グ
と
ア
ニ
ェ
ス
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
と
の
結
婚
は
イ
ブ
ラ
ン
家
の
上
昇
を
示
す
一
つ
の
指
標
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
は
国
王
文
書
の
副
署
人
と
し
て
の
登
場
を
考
察
す
る
。

　
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
時
代
の
国
王
文
書
副
署
人
と
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
四
竃
時
代
の
そ
れ
を
比
較
す
る
蒔
、
そ
こ
に
は
一
定
の
変
化
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ア
モ
ー
リ
ー
一
世
時
代
に
は
、
文
書
総
数
二
五
の
内
、
オ
ン
フ
ロ
ワ
・
ド
・
ト
ロ
ン
の
一
五
回
を
筆
頭
に
ガ
リ
レ
ー
家
、
セ
ザ
レ
上
家
、
シ
ド

　
⑨

ソ
等
等
が
登
場
頻
度
が
高
く
、
か
つ
彼
等
は
比
較
的
上
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ブ
ラ
ソ
家
は
ユ
ー
グ
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
、
バ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ア
ン
の
三
兄
弟
と
も
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
で
あ
り
、
か
つ
大
部
分
は
上
記
の
家
系
よ
り
下
位
に
位
置
し
て
い
る
。
一
方
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
四
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

時
代
に
は
、
総
数
二
八
の
内
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ソ
の
一
一
圓
を
例
外
と
し
て
上
記
の
家
系
は
少
数
者
に
な
り
、
イ
ブ
ラ
ン
兄
弟
が
上
昇
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
い
る
。
即
ち
、
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
は
八
圓
、
バ
リ
ア
ソ
は
写
譜
も
し
く
は
九
回
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
期
の
今
一
つ
の
特
色
は
予
想
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

如
く
に
や
は
り
所
謂
「
宮
廷
党
」
の
進
出
で
あ
り
、
ジ
ョ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ク
…
ル
ト
ネ
ー
が
一
一
回
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ソ
が
八
圓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ア
モ
ー
リ
i
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
が
九
躍
、
ギ
ー
・
ド
・
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
が
六
回
で
あ
る
。
彼
等
は
ア
モ
ー
リ
ー
一
世
時
代
に
は
一
度
も
登
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面
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
は
確
か
に
土
着
．
ハ
汐
ソ
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
イ
ブ
ラ
ソ
家
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
れ
で
見
る

限
り
は
、
イ
ブ
ラ
ソ
家
は
む
し
ろ
「
宮
廷
党
」
と
同
様
、
新
興
勢
力
に
近
い
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
論
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
個
別
考
察
を
行
な
う
時
、
所
謂
「
宮
廷
党
」
の
側
も
必
ず
し
も
一
定
の
性
格
で
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
、

ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
に
直
接
の
原
因
を
与
え
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
刃
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
で
あ
る
が
、
彼
は

捕
囚
に
よ
っ
て
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
の
地
位
を
失
い
、
そ
の
意
味
で
は
確
か
に
一
般
に
主
張
さ
れ
る
如
く
新
来
者
に
準
ず
る
性
格
を
持
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
前
述
の
如
く
、
捕
囚
か
ら
解
放
さ
れ
る
や
直
ち
に
エ
テ
ィ
エ
ン
ネ
ッ
ト
と
の
結
婚
を
通
じ
て
モ
ン
レ
ア
ル
の
豊
か
な
封
を
獲
得

し
て
お
り
、
こ
れ
に
関
し
て
特
に
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
国
王
文
書
の
副
署
も
あ
ま
り
明
確
な
像
を
与
え
ず
、
彼
は
一
一
七
七
年

の
初
冤
以
来
、
事
件
の
推
移
と
は
あ
ま
り
関
わ
り
な
し
に
登
場
し
、
し
か
も
、
元
ア
ソ
テ
ィ
オ
キ
ア
公
で
あ
っ
た
故
か
、
殆
ど
常
に
俗
人
の
筆

頭
或
い
は
そ
れ
に
近
い
位
置
に
い
る
。
事
件
の
経
過
に
お
い
て
も
彼
の
立
場
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
ギ
ヨ
ー
ム
の
叙
述
で
は

彼
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
を
感
じ
さ
せ
る
オ
ソ
フ
に
ワ
・
ド
・
ト
ロ
ン
と
イ
ザ
ベ
ル
の
婚
約
が
持
つ
意
味
に
関
し
て
、
明
快
な
解
釈
が
困
難
で
あ

る
こ
と
な
ど
に
も
そ
れ
は
現
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
彼
は
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
際
し
て
は
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
前
の
紛
争
に
お
い
て
は
殆
ど
目
立
っ
た
行
動
を
取
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
次
に
問
題
に
な
る
の
は
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
最
近
螺
け
げ
。
冴
○
昌
の
詳
細
な
研
究
が
出
た
。
周
知

の
如
く
、
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
は
祖
父
の
代
か
ら
の
エ
デ
ッ
サ
伯
と
し
て
、
一
方
で
レ
ー
モ
ソ
と
も
比
肩
し
得
る
当
地
の
名
門
で
あ
る
。
一
般
に
主
張

さ
れ
る
如
く
、
確
か
に
本
国
エ
デ
ッ
サ
は
失
わ
れ
て
既
に
久
し
く
、
自
身
も
約
コ
一
年
間
の
捕
囚
生
活
を
経
て
、
そ
の
意
味
で
は
新
来
者
と
し

て
の
性
格
を
も
併
せ
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
も
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ソ
と
同
じ
く
置
碁
か
ら
の
解
放
後
は
順
調
で
あ
り
、
間
も
な

く
セ
ネ
シ
ャ
ル
に
な
っ
た
の
を
始
め
、
同
じ
頃
結
婚
を
通
じ
て
獲
得
し
た
所
領
を
中
核
に
、
所
謂
「
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
の
領
国
」
を
形
成
し
て
行
く
。

こ
う
し
た
急
遠
な
拾
頭
は
、
当
然
「
土
着
バ
鴇
ン
」
の
反
発
を
予
想
さ
せ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
ジ
ョ
ス
ラ
ン
自
身
を
巡
っ
て

の
紛
争
は
殆
ど
生
じ
て
い
な
い
。
セ
ネ
シ
ャ
ル
職
は
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
後
ま
で
持
続
し
て
保
持
し
、
又
、
国
王
文
書
の
副
署
人
と
し
て
の
登
場
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も
情
勢
の
変
化
と
殆
ど
関
係
が
な
い
。
国
王
文
書
に
関
し
て
彼
の
特
徴
と
言
え
る
も
の
は
、
副
署
人
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
彼
に
宛
て
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
文
書
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
所
謂
「
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
の
領
国
」
形
成
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
ギ
ー
の
結
婚
を

巡
る
紛
争
時
や
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
の
直
後
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
の
は
「
宮
廷
党
」
と
し
て
の
彼
の
立
場
か
ら
理
解
で
き
る
と
し
て
も
、
問
題
は

ギ
ー
が
排
斥
さ
れ
て
ア
ス
カ
逗
ソ
に
籠
城
中
で
あ
っ
た
時
期
に
も
そ
れ
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
五
世
は
そ
の
短
い
在
位
中
に
三
通
の
文
書
を
発
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
レ
ー
モ
ソ
が
領
O
o
霞
暮
。
見
と
し
て
同
意
を
与
え
て

　
⑳

い
る
。
こ
の
中
に
、
そ
の
前
の
段
階
で
は
頻
出
し
て
い
た
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
兄
弟
が
見
ら
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
ジ
ョ
ス
ラ
ン
は

相
変
ら
ず
登
場
し
て
お
り
、
特
に
三
通
の
内
二
通
ま
で
は
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
宛
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
時
ジ
ョ
ス
ラ
ン
は
レ
ー
モ
ソ
の
バ
イ
イ
職
と

相
並
ぶ
形
で
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ソ
乱
世
の
保
護
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ギ
ー
の
パ
イ
イ
職
剥
奪
事
件
に
際
し
て
、
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
と
「
バ
ロ

ン
党
」
と
の
間
に
妥
協
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
前
章
に
お
い
て
は
ギ
ー
の
失
脚
事
件
を
「
バ
ロ
ン
党
」
の
ク
ー
デ
タ
ー
と

し
て
捉
え
た
が
、
そ
の
際
「
バ
ロ
ン
党
」
が
実
際
に
問
題
に
し
て
い
た
の
は
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ソ
兄
弟
の
み
で
あ
り
、
こ
の
時
ジ
ョ
ス
ラ
ン
は
最
終

的
に
は
ギ
ー
を
棄
て
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
次
の
段
階
で
は
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
は
再
び
ギ
ー
の
側
に
立
っ
て
登
場
し
て
来
る
。
肉
壕
§
N
駿
に
よ
れ
ば
、
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
始
動

し
た
の
は
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
で
あ
り
、
冥
瞬
げ
○
｝
。
。
o
ロ
も
主
張
す
る
如
く
、
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
に
ギ
ー
の
発
し
た
三
文
書
が
彼
に
対
す
る
ギ
ー
の
報
酬

で
あ
・
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
や
た
だ
・
事
件
の
経
過
に
お
け
る
ジ
・
ス
ラ
ン
の
行
動
は
他
の
ク
上
ア
三
業
薯
達
と
は
少
し
異
な
・

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
又
、
ハ
ッ
テ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
も
脱
出
し
た
側
に
入
っ
て
い
る
こ
と
等
、
彼
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
決
す
べ
き
問
題
が

　
　
　
　
　
⑫

残
さ
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
は
一
一
七
六
年
に
セ
ネ
シ
ャ
ル
と
し
て
登
場
し
て
以
来
、
情
勢
の
激
し
い
変
転
に
も
か
か
わ
ら
ず
常
に
宮
廷

の
中
心
に
い
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
王
権
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
、
特
に
ア
ニ
ェ
ス
及
び
そ
の
子
供
達
と
の
血
縁
関
係
が
一
つ
の
重
要

な
要
素
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
か
ら
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
来
た
所
で
あ
る
。
確
か
に
、
そ
う
し
た
王
権
と
の
結
合
を
常
に
持
続
さ
せ
得
た
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事
実
が
彼
を
理
解
す
る
上
で
必
要
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ギ
ー
の
失
脚
に
際
し
て
「
バ
ロ
ン
党
」
と
妥
協
し
た
の
も
、
母
方
の
近
親

と
し
て
ボ
ー
ド
ゥ
ア
ン
悪
世
の
保
護
を
委
ね
ら
れ
得
た
か
ら
で
あ
り
、
ギ
ー
に
固
執
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ボ
ー
ド
ゥ

ア
ソ
五
世
が
没
す
れ
ば
そ
う
し
た
情
況
は
振
出
し
に
戻
る
。
イ
ザ
ベ
ル
は
マ
リ
ア
・
ロ
ム
ネ
ナ
の
娘
で
あ
り
、
再
び
彼
は
シ
ビ
ル
及
び
そ
の
夫

ギ
ー
と
結
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
そ
の
際
、
彼
が
そ
う
し
た
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
た
基
盤
と
し
て
、
断
謂
「
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
領
国
」

が
＝
八
三
年
ま
で
に
か
な
り
の
程
度
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
或
い
は
、
国
｝
o
ギ
ω
語
詳
げ
が
示
唆
し
た
如
き
、
、
困
。
図
鉱
δ
げ
”
、
と
い
う
概
念
で
彼
を
捉
え
る
試
み
も
考
え
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
．
確
か
に
、
王

権
と
国
王
個
人
と
は
一
応
分
離
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
国
王
の
病
弱
や
幼
神
は
集
権
化
政
策
と
必
ず
し
も
網
容
れ
ぬ
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
行
動
の
中
に
そ
う
し
た
政
策
と
結
び
つ
き
得
る
も
の
を
見
出
す
の
は
甚
だ
困
難
で
あ
届
。
実
際
の
所
、
ジ
ョ
ス
ラ
ン

は
自
己
の
所
領
を
集
積
す
る
こ
と
以
外
は
殆
ど
何
も
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
「
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
領
国
」
が
国
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

解
体
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
得
た
こ
と
は
、
麟
・
国
●
冨
ρ
団
興
も
指
摘
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
う
し
た
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
立
揚
を

「
宮
廷
党
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
兄
弟
と
比
較
す
る
時
、
や
は
り
性
格
を
異
に
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
最
後
に
考
察
す
る
の
は
り
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
兄
弟
で
あ
る
。
彼
等
の
内
、
ギ
ー
は
こ
の
間
の
紛
争
の
当
事
者
で
あ
り
、
所
謂
両
党
派
の
対
立
も
主

と
し
て
彼
を
巡
っ
て
行
な
わ
れ
た
故
に
、
当
然
彼
の
動
向
が
「
宮
廷
党
」
の
そ
れ
を
体
現
し
て
お
り
、
こ
こ
で
論
ず
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

彼
が
本
来
的
な
意
味
で
の
新
来
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、
問
題
は
従
来
あ
ま
り
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
兄
の
ア
モ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
ー
で
あ
ろ
う
。
彼
は
一
一
七
四
年
に
国
王
文
書
初
見
で
あ
る
が
、
次
に
は
一
一
七
五
年
六
月
に
一
度
串
た
き
り
、
一
一
八
一
年
ま
で
全
く
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
見
せ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
一
一
八
一
年
三
月
一
日
の
文
書
は
ギ
ー
が
初
め
て
登
場
す
る
文
書
で
あ
る
。
以
後
、
ア
モ
ー
リ
…
は
常
に
ギ
ー

と
共
に
登
場
し
、
例
え
ば
＝
八
四
年
以
降
の
ギ
ー
が
ア
ス
カ
ロ
ン
籠
坂
中
の
時
期
に
は
、
や
は
り
ギ
ー
と
共
に
文
書
か
ら
姿
を
消
し
て
お
り
、

ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
同
じ
く
復
帰
す
る
。
そ
も
そ
も
、
ギ
ー
が
突
然
シ
ビ
ル
の
夫
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
自
体
が
ア
モ
ー
り
一
の
画
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策
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
り
、
実
際
、
そ
れ
以
前
よ
リ
ア
ニ
ェ
ス
の
寵
を
受
け
、
シ
ャ
ン
ベ
ラ
ン
と
し
て
王
家
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

密
接
な
関
係
を
保
ち
得
た
と
考
え
ら
れ
る
ア
モ
ー
り
i
以
外
に
は
そ
の
役
割
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
が
実
際
に
政
治
の
舞
台
に
登
場

す
る
の
は
ギ
ー
と
シ
ビ
ル
の
結
婚
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
以
後
も
ギ
…
と
浮
沈
を
共
に
す
る
。
む
し
ろ
、
一
一
八
O
年
以
後
の
諸
事
件
に
お
け
る

ギ
ー
の
行
動
の
背
後
に
は
、
常
に
ア
モ
ー
リ
ー
が
い
た
と
考
え
る
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
た
だ
、
そ
の
場
合
一
つ
問
題
が
残
る
の
は
、
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
に
際
し
て
肉
ミ
匙
題
の
叙
述
に
ア
モ
ー
リ
ー
の
名
が
全
く
見
え
な
い

こ
と
で
あ
る
。
国
王
文
書
に
お
い
て
は
彼
は
ギ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
の
三
文
書
に
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ン
に
次
い
で
俗
人
の
第
二

　
　
　
　
⑳

位
で
登
場
し
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
い
ず
れ
も
ジ
ョ
ス
ラ
ソ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
卒
す
れ
ば
、
ア
モ
ー
リ
ー
が
彼
等
と
共

に
ク
ー
デ
タ
ー
事
件
に
参
画
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
ア
モ
ー
リ
ー
に
一
切
触
れ
な
い
肉
黛
§
N
題
の

叙
述
を
如
何
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
奪
、
§
N
題
の
成
立
事
情
に
一
つ
の
解
答
の
鍵
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
竃
○
冠
σ
q
き
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
時
期
に
関
し
て
肉
黛
§
N
禽
の
素
材
と
な
っ
た
エ
ル
ヌ
…
ル
の
原
年
代
記
は
一
一
九
七
年
ま
で
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
の
は
一
一
九
七
年
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
時
代
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
一
一
九
七
～
一
二
〇
五
年
の
ア
モ
ー
リ
ー
工
世
治

世
下
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
も
し
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
原
年
代
記
の
成
立
年
代
が
ア
モ
ー
リ
ー
二
世
治
下
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

現
国
正
で
あ
る
ア
モ
ー
リ
ー
を
否
定
的
に
描
く
こ
と
は
潭
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
蜜
。
茜
き
に
よ
れ
ば
、
エ
ル
ヌ
ー
ル
の
原
年
代
記
は
重
患
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

期
に
お
け
る
イ
ブ
ラ
ソ
家
の
行
動
を
弁
護
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
ギ
ー
一
派
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
描
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
そ
の
故
に
、
実
際
に
は
ア
モ
ー
リ
ー
が
ク
…
デ
タ
ー
事
件
に
何
ら
か
の
役
割
を
演
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
を
登
場
さ
せ
る
訳
に
は
い
か

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
エ
ル
ヌ
ー
ル
は
ア
モ
ー
リ
ー
を
叙
述
か
ら
故
意
に
省
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
更
に
深
く
疑
え
ば
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ィ
ヨ
ソ
、
ジ
ョ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
リ
ド
フ
ォ
ー
ル
等
、
そ

の
段
階
で
既
に
故
人
と
な
っ
て
い
た
人
々
の
行
為
の
中
に
は
、
実
際
に
は
ア
モ
ー
リ
ー
に
帰
す
べ
き
も
の
が
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
さ
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え
考
え
得
る
。
但
し
、
そ
う
し
た
推
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
で
こ
れ
以
上
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
考
察
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
、
第
一
章
で
の
分
析
と
総
合
し
て
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
第
一
章
で
見
た
如
く
、
確
か
に
こ
の
間
の
紛
争
は
「
党
争
」
と
い
う
図
式
の
中
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
両
派
の
内
実
は
必

ず
し
も
一
定
で
は
な
く
、
一
般
に
主
張
さ
れ
る
如
き
、
土
着
者
、
新
来
者
、
及
び
そ
れ
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
種
々
の
性
格
付
け
も
単
純
に
適
用

す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
本
来
的
な
土
着
バ
ロ
ン
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
時
代
に
も
実
際
に
活
躍
し
て
い
る
の
は
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド

ン
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
紛
争
の
過
程
に
お
け
る
彼
の
行
動
は
所
謂
「
バ
ロ
ン
党
」
の
概
念
に
必
ず
し
も
常
に
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
。
一
方
、

明
白
に
新
来
者
と
し
て
把
握
し
得
る
の
は
り
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
兄
弟
の
み
で
あ
り
、
ジ
ョ
ス
ラ
ン
・
ド
・
ク
ー
ル
ト
ネ
ー
、
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ

ィ
ヨ
ン
、
レ
ー
モ
ン
・
ド
・
ト
リ
ポ
リ
、
イ
ブ
ラ
ソ
兄
弟
な
ど
は
多
か
れ
少
な
か
れ
両
方
の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

内
、
あ
る
程
度
明
確
な
党
派
性
を
指
摘
で
き
る
の
は
レ
ー
モ
ソ
ー
イ
ブ
ラ
ン
同
盟
の
み
で
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
は
、
事
実
経
過
の
整
理
を

行
な
う
に
際
し
て
「
バ
ロ
ン
党
」
と
い
う
用
語
を
頻
用
し
た
が
、
実
際
に
も
う
一
度
そ
の
叙
述
を
読
み
返
す
晴
、
　
「
バ
ロ
ン
党
」
を
レ
ー
モ
ソ

ー
ー
イ
ブ
ラ
ン
と
言
い
換
え
て
も
殆
ど
不
都
合
が
生
じ
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
場
合
、
ト
リ
ポ
リ
伯
レ
ー
モ
ソ
の
政
策
は
、
バ
イ
イ
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
い
は
自
分
の
党
派
を
王
位
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

エ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
支
配
に
介
入
し
て
行
く
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
場
合
に
は
自
ら
王
位
へ
の
期
待
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
は
第

一
章
で
考
察
し
た
所
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ブ
ラ
ン
家
は
シ
ビ
ル
を
巡
る
紛
争
に
も
見
ら
れ
た
如
く
、
つ
い
に
は
イ
ブ
ラ
ン
王
朝
樹
立
の
可
能
性

さ
え
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
対
立
候
補
た
る
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
と
共
に
新
興
勢
力
と
し
て
の
性
格
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

彼
等
は
北
方
の
大
諸
侯
で
も
あ
る
レ
ー
モ
ン
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時
代
に
王
国
の
中
心
的
な
バ
ロ
ン
に
上
昇
し
て
行
く
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
宮
廷
党
」
な
る
も
の
は
更
に
実
態
が
暖
昧
で
あ
り
、
　
「
バ
ロ
ン
党
」
た
る
レ
ー
モ
ン
ー
－
イ
ブ
ラ
ン
に
一
貫
し
て
対
立
し
て

い
た
と
い
う
意
味
で
は
り
ェ
ジ
ニ
ャ
ン
兄
弟
に
集
束
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
抗
争
を
軸
に
、
他
は
そ
の
時
々
の
情
況
に
応
じ
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合
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連
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し
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た
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で
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ろ
う
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ハ
ヅ
テ
ィ
ー
ソ
の
敗
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
ア
ン
リ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ェ
下
に
王
国
が
一
応
の
安
定
を
見
た
時
、
国
王
文
書
の
副
署

人
の
名
前
に
は
一
定
の
序
列
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
一
一
九
三
年
ま
で
は
一
　
バ
リ
ア
ソ
・
デ
ィ
ブ
ラ
ソ
、
2
　
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ン
、
3

ユ
ー
グ
・
ド
・
テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
で
あ
り
、
一
一
九
四
年
一
月
五
日
（
恐
ら
く
こ
れ
以
前
に
バ
リ
ア
ソ
は
没
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
以
後
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ほ
ぼ
ユ
ー
グ
・
ド
・
テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
と
ル
ノ
ー
・
ド
・
シ
ド
ソ
が
上
位
二
位
を
分
け
合
い
、
そ
れ
に
ラ
ウ
ー
ル
・
ド
・
テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
が
続
く
。

テ
ィ
ベ
リ
ア
ド
兄
弟
が
レ
ー
モ
ソ
の
義
子
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
ア
ン
リ
没
後
の
ア
モ
ー
リ
ー
・
ド
・
リ
ユ
ジ
ニ
ャ
ソ
と
ラ
ウ
ー
ル
の
王
位

争
い
や
一
一
九
八
年
の
ア
モ
ー
リ
ー
暗
殺
未
遂
事
件
を
巡
る
紛
争
は
甚
だ
興
味
深
い
。
し
か
し
そ
れ
は
概
に
本
稿
の
黒
鼠
を
越
え
て
い
る
。
ハ

ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
と
こ
の
時
期
と
の
間
に
は
サ
ラ
デ
ィ
ン
に
よ
る
征
服
と
第
三
回
十
字
軍
の
到
来
、
そ
し
て
王
国
の
再
建
と
い
う
大
問
題
が

介
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
モ
ー
り
一
工
世
の
最
初
の
文
書
に
早
く
も
ジ
ャ
ン
・
デ
ィ
ブ
ラ
ソ
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

　
　
　
　
　
　
②

す
る
に
留
め
よ
う
。
リ
ュ
ジ
ニ
ャ
ン
家
と
イ
ブ
ラ
ン
家
i
エ
ル
サ
レ
ム
第
一
王
国
末
期
の
混
乱
と
王
国
の
滅
亡
、
そ
し
て
そ
の
再
建
の
過
程

は
、
同
時
に
そ
の
両
家
が
王
国
に
地
位
を
確
立
し
て
行
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
以
後
こ
の
両
家
は
エ
ル
サ
レ
ム
第
二
王
国
に
お
い
て
二
つ
の
柱

と
も
言
う
べ
き
家
系
を
形
成
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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Awakening　of　Venetian　Political　Consciousness

　　　　　　　　　　in　the　Slxteenth　Century

by

Mitsuak2　Nagal

　　The　puxpose　of　tkis　artlcle　is　to　make　clear　the　cause　of　awakening

of　Veエ1etian　political　consciouslless呈n　the　sixteenth　century．　After

1515，　the　Venetian　patriciate　devoted　increasing　attention　to　literary

projects　intended　to　restore　the　damaged　prestige　of　the　state　by

presenting　the　republic　as　an　ideal　political　society，　a　conception　which

coBtemporary　historians　have　called　the　‘Venetian　myth’．　Gasparo

Contarini，　the　propagator　of　the　‘Venetian　myt12’，　seemed　exemplary

in　his　combination　of　the　lives・　of　rellgion，　scholarship　anct　service　to

the　state，　but　this　harmony　was　probably　not　achieved　witbout　an

element　ef　personal　crisls．　Analizing　his　personal　crisis，　this　article

emphasizes　the　2nfiuence　of　Pietro　Pomponazzi　upon　the　po1itical　con－

sciousness　of　Gasparo　Contarini．　Finally，　the　autltor　relates　that　Con－

tarini’s　‘　De　magistratibus　et　republica　Venetorum　’　is　largely　a　portrait

of　static　perfection　and　offers　a　Venetian　expression　of　the　conserva－

tive　idealism　of　the　age．

Tlie　Coup　d’etat　of　Guy　of　LusignaR

by

Syunji　Yatsuzuka

　　Tke　First　Klngdom　of　Jerusalem　（11eO－1187）　had　its　closing　stage

filled　with　the　iRternal　dissensions，　which　led　the　Kiiigdom　to　the　dis－

astrous　battle　ef　Hattin．　Generally　these　dissensions　have　been　regarded

as　the　strife　between　the　court　party　and　the　baronial　one，　and　it　has

been　considered　that　the　former　was　composed　of　the　adventurous

newcomers　and　the　latter　the　oid－established　settlers．　But　examining

it　in　detail，　it　is　obvious　that　we　can’t　dlstinguish　their　factions　simp｝y．

The　proper　newcomers　were　only　the　LusSgnan　brothers，　while　the

Ibelins，　who　are　regarded　as　the　chief　members　of　the　baronial　fac一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（950）



tion，　had　a　side　of　the　newly－rising．　Allied　with　the・northern　noble

Rayrnond　III　of　Tripoli，　the　lbe12ns　wez”e　xising　in　this　peri　od，　fin311y

having　the　expecta＃ion　of　establishing・　the　lbelin　dynasty　through

marrying　the　princess　Sibylla．　And　in　order　to　stop　this　marriage，

there　appeared　e」”7uy　of　Lusignan，　whose　strife　with　Raymond－lbelins

was　the　main　factor　iR　those　dissensions．

The　O艶ce　of　V呈zier　in　the　First　Half

　　　　　　of　the　Fatlmids　ln　Egypt

by

Takashi　Uhara

　　The　F2timids，　after　the　conqtzest　of　Egypt，　set　up　the　centralized

admlnistrative　machinery，　and　theB　the　oMce　of　vizle”i”　was　founded　for

attending　to　political　affairs．　Afterward　this　oMce　changed　its　claarac－

ter，　when　Badr　al－Jamali　tool〈　ofiice　in　the　period　of　the　caiiplt　Al－

Mustansir．　This　ar”ti　cle　aims　at　elucidating　the　actual　condltions　of

the　oMce　of　vizier　in　the　first　half　of　the　dynasty．　The　real　power

of　vlzier　fluctuated　and　its　position　was　precarious，　so　far　as　we　see

the　changes　after　its　foundation．　But　throughout　the　first　half　it　was

characterized　by　the　invariable　’Eacts；　the　oflice　was　occ‘apied　by　the

professional　bureaucracy　and　its　competence　was　restricted　to　adinini－

strative　affairs．　And　the　dutles　of　vizier，　as　a　head　of　the　central

governnient，　corresponded　to　the　requiremeRts　of　the　objecti’ve　clr－

cumstances，　and　so，　on　the　one　hand，　functioned　as　“intermediary”

between　the　caliph　and　his　subject，　on　the　other，　dealt　with　the　super－

vision　and　the　direction　of　the　various　spheres　such　as　finance，　military

administration，　civll　administration，　diplomacy，　and　military　activities．

（949）




